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Ⅰ 調査について 

 
１ 目的 ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図る。 

     イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

     ウ 以上のような取り組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクル

を確立する。 

 

２ 対象学年  小学校第６学年、中学校第３学年 

 

３ 内容 

 

 ①教科に関する調査（国語、算数・数学） 

【国語Ａ、算数・数学Ａ】 【国語Ｂ、算数・数学Ｂ】 

・主として「知識」に関する問題 

・身に付けておかなければ後の学年等の 

学習内容に影響を及ぼす内容 

・実生活において不可欠であり、常に活 

用できるようになっていることが望ま

しい知識、技能など 

・主として「活用」に関する問題 

・知識、技能等を実生活の様々な場面に 

活用する力などにかかわる内容 

・様々な課題解決のために構想を立てて 

実践し、改善する力等にかかわる内容 

 

 

 ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸

側面等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育

条件の整備状況に関する調査 

 

４ 期日 平成２８年４月１９日（火） 

 

５ 実施した学校・児童生徒数 

 

 対象学校数 対象児童生徒数 参加児童生徒数 参加率 

小学校 ２ １２６人 １１８人 ９３．６５％ 

中学校 ２ １６１人 １５３人 ９５．０３％ 

合 計 ４ ２８７人 ２７１人 ９４．４３％ 

  ※参加児童生徒数は、対象となる児童生徒数のうち、当日体調不良等により参加できなかった児童 

生徒を除く人数 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 
本調査は、今年で１０年目となる。今年度の当別町の小・中学校の状況は、

全国の平均正答率・正答数と比較して、１０年間で一番良い結果であった。 

小学校では、国語Ａで 0.5 ポイント、算数Ｂで 0.7 ポイントとわずかに下回

った程度で全国との差はほとんどなく、国語Ｂでは 3.8 ポイント、算数Ａで

2.6 ポイントとの差であったが、これまでで全国に一番近づくなど、学習内容

の定着が進んでいることが窺える。 

中学校では、領域別のほとんどの問題で全国を超える結果となった。国語

Ａ・Ｂでわずかに下回ったものの、数学Ａ・Ｂは、全国を上回った。 

また、現在の中学校３年生が小学校６年生だった当時と比べた学力の経年変

化をみると、小６当時は、全教科で全国を下回っていたが、中３現在では、国

語Ａ・Ｂで全国との差が縮まり、数学Ａ・Ｂでは全国を上回る結果となった。

これらのことから中学校での指導の成果が窺える。 

学校別にみると４校のうち、小学校１校、中学校１校が全教科で全国平均を

上回り、他の２校も徐々に成果を出している。 

下位層※をみると、小学校の国語Ａ、算数Ｂと中学校の数学Ａ・Ｂで全国よ

り少なく、他の教科では、最大で 5.0 ポイントの差であったが、着実に小・中

学校ともに底上げされている。 

これら成果の要因として、 

  中学校では５教科にデジタル教科書を取り入れるなど、ＩＣＴ機器の導

入による授業改善が図られていること。 

  小中一貫教育の取り組みにより意識改善が図られ、授業規律、授業の展

開方法に統一感が出始めていること。 

  習熟度別学習やＴＴ指導などの授業改善が定着したこと。 

  学校支援地域本部事業、退職人材や学生ボランティアを活用しながら、

夏休みなどの長期休業期間、放課後、土曜などで町教育委員会と学校が連

携して学習会を実施していること。 

などがあげられる。 

 
※下位層とは、全国の下位 25％と同じ正答数の範囲に属する児童生徒の割合のこと。 
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Ⅲ　小学校の分析

　１）学力調査

１　教科ごとの結果概要

【国語】
①

②

③

【算数】

①

②

③

２　教科ごとの平均正答率と平均正答数

当別町 72.4 (10.9/15) 54.0 (5.4/10) 75.0 (12.0/16) 46.5 (6.1/13)

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率では、若干の差がみられるが、平均正答数でほぼ差はなかった。これまでで全国に一番近づいた。

国語Aでは、本年度、　３年生で学習する　「ローマ字で書く」　、「ローマ字を読む」　という問題が３問出され、それぞ
れ全国平均を下回った。当該学年での学習に留まらず、　学校生活や日常生活の中で継続した指導をすることが
必要である。

領域別では、　国語Ａの「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で全国を上回った。国語Ｂの「話
すこと」、「聞くこと」、「読むこと」の領域で落ち込みがみられた。国語Ｂの「書くこと」の領域では、全国より下回った
ものの、全国に近づいており、ノート指導や学習規律定着の成果が表れている。

平均正答率・正答数ともに全国とほとんど差はなかった。

領域別では、算数Ａの　「数量関係」　、算数Ｂの　「数と計算」　の領域で全国を上回った。算数Ａ・Ｂともに　「図形」
の領域で落ち込みがみられており、図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目し、図形についての理解を深
めることが大切である。

下位層の割合は、　算数Ｂが全国より少なく、　昨年度からも大きく減少した。習熟度別学習やＴ・Ｔ指導などの授業
改善、放課後学習や土曜学習などの成果がみられる。

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

※(　)内の平均正答数と問題数欄は分子が平均正答数で、分母が問題数として記載。

※平均正答率･･･平均正答数を百分率で表示。国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂごとの平均正答率は、それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率(概数)。

（単位：％）

昨年度と差の比較 ＋ 6.0 ＋ 3.0 ＋ 5.0 ＋ 3.3

昨年度の全国との差 ▲ 6.5 (-0.9/14) ▲ 6.8 (-0.6/10) ▲ 7.6 (-1.2 /16) ▲ 4.0 (-0.6/13)

全国との差 ▲ 0.5 (-0.0/15) ▲ 3.8 (-0.4/10) ▲ 2.6 (-0.4 /16) ▲ 0.7 (-0.0/13)

全国(公立) 72.9 (10.9/15) 57.8 (5.8/10) 77.6 (12.4/16) 47.2 (6.1/13)

北海道(公立) 71.0 (10.7/15) 56.0 (5.6/10) 75.3 (12.0/16) 44.5 (5.8/13)

当別町 72.4 (10.9/15) 54.0 (5.4/10) 75.0 (12.0/16) 46.5 (6.1/13)

72.4

54.0

75

46.5

71.0
56.0

75.3

44.5

72.9
57.8

77.6

47.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

当別町 北海道（公立） 全国（公立）
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３　全国平均を基準(100)とした場合の領域ごとの正答率

国語Ａ
（話すこ
と・聞く
こと）

国語Ａ
（書くこ
と）

国語Ａ
（読むこ
と）

国語Ａ
（伝統
的な言
語文化
と国語
の特質
に関す
る事項）

国語B
（話すこ
と・聞く
こと）

国語Ｂ
（書くこ
と）

国語Ｂ
（読むこ
と）

算数Ａ
（数と計
算）

算数Ａ
（量と測
定）

算数Ａ
（図形）

算数Ａ
（数量
関係）

算数Ｂ
（数と計
算）

算数Ｂ
（量と測
定）

算数Ｂ
（図形）

算数Ｂ
（数量
関係）

問題数 1/15 2/15 2/15 10/15 3/10 6/10 3/10 10/16 2/16 2/16 3/16 6/13 5/13 3/13 6/13

当別町 94.2 97.3 91.2 102.3 89.6 97.4 87.6 95.8 99.6 95.2 101.0 100.5 96.6 92.6 97.7

北海道（公立） 97.9 95.7 98.7 97.5 95.1 96.4 97.5 96.8 98.8 95.2 97.1 93.9 96.1 96.7 93.0

全国（公立） 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

　教科の領域別に全国を100とした場合の状況をレーダーチャートで示したもの。

　(当別町児童の平均正答率÷全国(公立)の平均正答率×100で算出)

70

80

90

100

110

国語Ａ

（話すこと・聞くこと）

国語Ａ

（書くこと）

国語Ａ

（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項）

国語B
（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ

（書くこと）

国語Ｂ

（読むこと）

算数Ａ

（数と計算）

算数Ａ

（量と測定）

算数Ａ

（図形）

算数Ａ

（数量関係）

算数Ｂ

（数と計算）

算数Ｂ

（量と測定）

算数Ｂ

（図形）

算数Ｂ

（数量関係）

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

４　全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合

当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国

21.1% 23.9% 21.3% 34.8% 32.6% 29.8% 24.4% 28.1% 24.2% 17.7% 23.6% 20.0%

少ない 多い 多い 少ない

多い 多い 多い 多い

減少 減少 減少 減少

（単位：％）

５　教科の改善策
○

○

○

昨年度と差の比較 -16.7% -6.4% -15.2% -7.8%

国語では、発表力、　読解力の育成のために文章を段落や話のまとまりを意識して読ませたり、　一斉音読、　グルー
プ音読やペア音読などを活用し、声に出して自分の読み方が正しいかを確認させるなど、　ポイントを押さえた指導
が大切である。

算数では、計算力を高めるために、計算の際には位を揃えて丁寧に書く、間違ったところを消さずにその横へ正答
を書いて、後から自分で見てわかるように書き方を工夫するなど、ノート指導を継続することが大切である。

低・中・高学年の発達段階に応じて、統一した学習規律やノート指導、板書の工夫、習熟度別学習やＴＴ指導の工
夫改善、ＩＣＴ機器の活用など、　授業改善の取り組みを強化　・　継続していくことが　「基礎学力の定着」、　「　下位層
の解消」につながる。

全国の下位約25％と
同じ正答数の範囲に
含まれる児童の割合

全国との差 -0.2% 5.0% 0.2% -2.3%

昨年の全国との差 16.5% 11.4% 15.4% 5.5%

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

15問中8問以下 10問中4問以下 16問中10問以下 13問中3問以下

21.1

34.8

24.4
17.7 

23.9

32.6
28.1

23.621.3

29.8
24.2

20.0 

0

20

40

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

当別町 北海道 全国
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６　各教科に関する調査結果

小学校 ［国語Ａ：主として知識］

集計結果

15

話すこと・聞くこと 1

書くこと 2

読むこと 2

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 10

国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 1

書く能力 2

読む能力 2

言語についての知識・理解・技能 10

選択式 6

短答式 9

記述式 0

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞
く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語
文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る
事

項

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一１
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 86.4 82.8 79.3 0.8 4.2 5.2

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

69.7 72.8

77.5 78.5

69.3 71.172.7

70.8
71.6

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

71.1

74.6
70.8
71.6
72.7

77.5 79.2

69.7 72.8

77.5 78.5

69.3

74.6

対象児童数

分類 区分

学習指導要領の領域等

評価の観点

　全体 71.072.4 72.9

北海道（公立） 全国（公立）

118 40,277 1,021,905

当別町教育委員会

対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）当別町

77.5 79.2

問題形式

75.3 77.2

68.2 70.0
72.6
72.3

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点 正答率(％) 無解答率(％)

漢字を読む
（今日は全国的に快晴だ）

問題形式

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○国語Ａの学力調査では、当別町児童の平均正答率が72.4％で、全国の72.9％より0.5ポイント下回った。昨年度は、4.8ポイント下回っていたので、4.3ポイント縮まり、

全国とほぼ同様の結果となった。

○指導要領の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で、全国を上回っている。漢字の読み書きについても６題中、５つの問題で全国を上回っており、学

習の成果がみられる。

○指導要領の「読むこと」の領域で、全国に比べて6.9ポイント下回り、文章の内容を理解して読むことに課題が見受けられる。

○ローマ字で書く、ローマ字を読む問題では３問中、すべて全国を下回った。当該学年での学習にとどまらず、学校生活や様々な学習の中で、案内板やパンフレットな

ど、ローマ字が使われている場面と結びつけながら指導することが必要である。

１一２
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 99.2 98.9 98.5 0.0 0.1 0.3

１一３
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 89.8 78.3 81.0 0.0 5.4 5.0

１二１
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 91.5 85.7 87.5 1.7 5.4 4.5

１二２
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 87.3 71.1 73.8 1.7 11.7 10.4

１二３
5･6

(1)ウ
(ア)

○ ○ 60.2 60.2 64.2 0.8 6.4 5.0

２
5･6
ア

○ ○ 74.6 77.5 79.2 0.0 0.1 0.2

３
5･6
カ

○ ○ 57.6 62.7 67.4 0.0 0.2 0.2

４
5･6
ア

○ ○ 83.9 76.6 78.2 0.0 0.3 0.3

５
5･6
ウ

○ ○ 89.8 93.2 93.1 0.0 0.2 0.3

６
3･4
ウ

○ ○ 53.4 61.9 63.9 1.7 1.5 1.4

７アイ
5･6

(2)ア
○ ○ 76.3 79.7 81.2 0.8 0.9 0.9

８＿１
3･4

(1)ウ
(ア)

○ ○ 51.7 50.9 53.2 (13.6) 12.9 11.9

８＿２
3･4

(1)ウ
(ア)

○ ○ 39.0 39.0 41.8 (16.1) 14.5 13.7

８＿３
3･4

(1)ウ
(ア)

○ ○ 45.8 46.7 50.7 (18.6) 22.6 20.0

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの

公園案内図とパンフレットにある表とを関係付
けて読み，希望に合うものを選択する

『おばあさんの飛行機』を読んで，登場人物の
人物像を説明するために，根拠となる表現とし
て適切なものを選択する

漢字を読む
（お年玉を貯金する）

漢字を読む
（むだを省くようにする）

目的に応じて，図と表とを関係付
けて読む

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

登場人物の人物像について，複数
の叙述を基にして捉える

委員会を紹介するパンフレットを作るため，追
加の取材をした理由として適切なものを選択す
る

漢字を書く
（アサガオのたねをまく）

漢字を書く
（したしい友人と出かける）

漢字を書く
（先生にそうだんする）

全校集会で歌う歌を決めるために，どのように
話し合っているのか，話合いの説明として適切
なものを選択する

ルール説明の表現について助言した内容として
適切なものを選択する

目的や意図に応じて，収集した情
報を関係付けながら話し合う

書き手の表現の仕方をよりよくす
るために助言する

目的や意図に応じて，書く事柄を
整理する

３／１５問

平均正答率が全国以上の設問数 ６／１５問

平均正答率が全道以上の設問数 ９／１５問

毛筆で書いた（一）と（二）を書き直した際，
注意した点として適切なものを選択する（永
久）

ローマ字を書く
（あさって）

ローマ字を読む
（ｈｙａｋｕ）

ローマ字で表記されたものを正し
く読む

ローマ字を書く
（りんご）

用紙全体との関係に注意し，文字
の大きさや配列などを決める

平仮名で表記されたものをローマ
字で書く

無回答率が５％以上の設問数
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小学校 ［国語Ｂ：主として活用］

集計結果

10

話すこと・聞くこと 3

書くこと 6

読むこと 3

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 0

国語への関心・意欲・態度 4

話す・聞く能力 3

書く能力 6

読む能力 3

言語についての知識・理解・技能 0

選択式 6

短答式 0

記述式 4

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞
く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語
文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る
事

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
5･6
エ

○ ○ 48.3 50.8 51.8 0.0 0.3 0.3

１二
5･6
エ

○ ○ 44.9 48.1 51.1 0.8 0.5 0.5

１三
5･6
エ

5･6
ウ

○ ○ ○ ○ 44.1 47.0 50.4 (12.7) 9.6 7.8

２一
5･6
エ

○ ○ 43.2 41.2 43.4 0.8 1.3 1.2

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

学習指導要領の領域等 評価の観点 無解答率(％)

スーパーマーケットの店長へのインタビューメ
モを基にして，話の展開に沿った質問を書く

問題形式 正答率(％)

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

「早ね早起き」活動の成果について，〈図１〉
の結果を基に書いた内容として適切なものを選
択する

グラフを基に，分かったことを的
確に書く

目的に応じて，質問したいことを
整理する

質問の意図を捉える

話し手の意図を捉えながら聞き，
話の展開に沿って質問する

スーパーマーケットの店長へのインタビューメ
モを作成した際の工夫した点として当てはまら
ないものを選択する

スーパーマーケットの店長への質問の意図とし
て適切なものを選択する

問題形式

58.0 59.9

52.9 54.7

55.9

51.1

　全体

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

51.1
45.8

56.054.0 57.8

45.8
52.0
60.7

分類 区分 対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）当別町

対象児童数
北海道（公立） 全国（公立）

118 40,264 1,021,635

当別町教育委員会

学習指導要領の領域等

48.6 51.1

51.5 53.4

67.6 69.3

評価の観点

52.9 54.7

48.6 51.1

51.5 53.4

67.6 69.360.7
52.0

書くこと

読むこと

伝統的な言

語文化と国

語の特質に

関する事項

話すこと・

聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○国語Ｂの学力調査では、当別町児童の平均正答率が54.0％で、全国の57.8％より3.8ポイント下回った。昨年度は、6.8ポイント下回っていたので、3.0ポイント縮まった。

○指導要領の「書くこと」の領域では全道を上回っているが、「読むこと」の領域が全国より低い結果となり、国語Ａと同様に「読むこと」の領域で課題がある。

２二（１）
5･6
エ

○ ○ ○ 52.5 51.3 51.4 (7.6) 7.6 6.7

２二（２）
5･6
エ

○ ○ ○ 60.2 62.3 64.2 (5.9) 8.9 7.7

２三
5･6
イ

○ ○ 64.4 56.5 58.3 0.8 4.7 4.2

３一
5･6
カ

○ ○ 68.6 75.1 77.2 3.4 3.0 2.9

３二
5･6
イ

○ ○ 66.1 76.6 77.9 (5.9) 3.6 3.4

３三
5･6
ウ

5･6
ウ

○ ○ ○ ○ 47.5 50.9 52.9 (16.9) 12.8 11.5

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの 無回答率が５％以上の設問数 ５／１０問

平均正答率が全国以上の設問数 ２／１０問

平均正答率が全道以上の設問数 ３／１０問

活動報告文において，課題を取り
上げた効果を捉える

目的に応じて，本や文章を比べて
読むなど効果的な読み方を工夫す
る

「早ね早起き」活動の課題について，〈図２〉
の結果を基に書く

「パン職人」に関する本を選んだ目的の説明と
して適切なものを選択する

目的に応じて，複数の本や文章な
どを選んで読む

目的や意図に応じて，グラフを基
に，自分の考えを書く

「パン職人」について，紹介したい内容をまと
めて書く

目的に応じて，文章の内容を的確
に押さえ，自分の考えを明確にし
ながら読む

「早ね早起き」活動の課題に対する解決方法に
ついて，〈表２〉の結果を基に書く

「早ね早起き」活動の報告文で課題を取り上げ
た効果として適切なものを選択する

「パン職人」に関する複数の資料の内容を関係
付けてまとめたものとして適切なものを選択す
る

目的や意図に応じて，表を基に，
自分の考えを書く
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小学校 ［算数Ａ：主として知識］

集計結果

16

数と計算 10

量と測定 2

図形 2

数量関係 3

算数への関心・意欲・態度 0

数学的な考え方 0

数量や図形についての技能 5

数量や図形についての知識・理解 11

選択式 5

短答式 11

記述式 0

設問別集計結果

数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

算

数

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

考

え
方

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

技

能

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
5A
(3)
アイ

○ ○ 52.5 61.1 64.8 0.8 1.2 1.3

１（２）

4A
(3)エ
5A
(3)
イウ

○ ○ 63.6 64.6 68.5 0.0 0.4 0.4

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

75.0

平均正答率(％)

77.6

76.7
75.0

80.5

77.0

66.5

73.0

69.2

80.281.0
72.3
71.9

対象児童数

評価の観点

問題形式

分類 区分
対象設問数

（問） 全国（公立）

全国（公立）

1,021,910

北海道（公立）

118 40,276

76.1

当別町教育委員会

北海道（公立）

　全体 75.3

77.9

学習指導要領の領域

77.1

75.0

当別町

78.8

68.5

76.4

73.0

82.5

75.4

75.8

78.5

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

□÷０．８の商の大きさについて，正しいもの
を選ぶ

２．１÷０．７を，除数が整数になるように工
夫して計算するとき，ふさわしい数値の組み合
わせを書く

76.3

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％)

除数と被除数に同じ数をかけても
商は変わらないことを理解してい
る

除数が１より小さいとき，商が被
除数より大きくなることを理解し
ている

無解答率(％)

量と測

定

図形

数量関

係

数と計

算

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○算数Ａの学力調査では、当別町児童の平均正答率が75.0％で、全国の77.6％より2.6ポイント下回った。昨年度は、7.6ポイント下回っていたので、5.0ポイント縮まっ

た。

○指導要領の「量と測定」の領域で、昨年度より全国との差が縮まった。「数量関係」の領域では、全国を上回る結果となった。

○指導要領の「図形」の領域で、昨年度と同じく全国との差が開いた。図形についての知識や理解を深めることが大切である。

イウ

１（３）

3A
(4)イ
4A

(3)エ
5A
(3)
イウ

○ ○ 83.1 86.3 87.9 0.8 1.1 1.1

２（１）
3A

(2)ア ○ ○ 94.1 90.2 90.9 0.0 0.3 0.4

２（２）
4A

(5)イ ○ ○ 72.9 76.7 77.1 0.0 0.4 0.5

２（３）
5A

(3)イ ○ ○ 79.7 72.7 77.7 0.8 1.2 1.1

２（４）
5A
(4)
ウカ

○ ○ 80.5 82.6 87.0 1.7 2.6 1.9

３（１）

2A
(1)イ
3A
(1)

○ ○ 97.5 96.7 96.7 0.8 0.5 0.6

３（２）
4A

(5)ア ○ ○ 65.3 71.6 74.1 0.8 0.3 0.4

４
5B

(4)ア ○ ○ 75.4 72.2 72.0 1.7 4.4 4.3

５
5B

(1)ア ○ ○ 78.0 80.1 82.0 2.5 1.2 1.1

６

1C
(1)
2C

(1)イ
3C
(1)
アイ
4C

(1)イ

○ ○ 78.0 78.7 79.6 1.7 1.1 1.0

７
4C
(2)
アイ

○ ○ 72.0 71.3 78.0 1.7 2.9 2.5

８
5D
(3) ○ ○ 78.8 74.1 74.4 3.4 2.5 2.1

９（１）

1A
(1)イ
1A

(2)ア

1D
(1) ○ ○ 82.2 76.8 80.2 (5.1) 4.7 4.2

９（２）
5D
(3) ○ ○ 46.6 48.7 50.9 (10.2) 6.5 5.7

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの

平均正答率が全国以上の設問数 ６／１６問

平均正答率が全道以上の設問数 ７／１６問

数の大小関係を理解している

単位量当たりの大きさの求め方を
理解している

三角形の底辺と高さの関係につい
て理解している

不等号を理解している

乗数が整数である場合の分数の乗
法の計算をし，約分することがで
きる

除法における計算の確かめの方法
を理解している

小数の除法の計算をすることがで
きる

繰り下がりのある減法の計算をす
ることができる

末尾の位のそろっていない小数の
加法の計算をすることができる

８ｍ
2
に１４人座っているシートについて，１ｍ

2

当たりの人数を求める式を書く

７．１，７，７．０１の中で一番小さい数と，
一番大きい数を書く

二つの数の大小関係を表す不等号を書く

（２／９）×３を計算する

１８÷０．９を計算する

４．６５＋０．３を計算する

９０５－８を計算する

小数の除法の結果を，乗法を用いて確かめると
き，当てはまる数値の組み合わせを書く

無回答率が５％以上の設問数 ２／１６問

テープ全体の長さを基にしたときの赤い部分の
長さの割合が，一番大きいものを選ぶ

三角形の底辺に対応する高さを選ぶ

４枚の三角定規でつくることができる形を選ぶ

直方体において，示された面に垂直な面を選ぶ

前に１０人，後ろに１９人並んでいることを基
に，列に並んでいる全体の人数を求める式と答
えを書く

直方体における面と面の位置関係
を理解している

示された場面を適切に読み取り，
全体の人数を求める式に表すこと
ができる

図形の構成要素に着目して，図形
を構成することができる

全体の大きさに対する部分の大き
さを表す割合の意味について理解
している

１を超える割合を百分率で表す場
面において，基準量と比較量の関
係を理解している

定員と乗っている人数の割合を，百分率を用い
た図に表すとき，当てはまる数値の組み合わせ
を書く
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小学校 ［算数Ｂ：主として活用］

集計結果

13

数と計算 6

量と測定 5

図形 3

数量関係 6

算数への関心・意欲・態度 0

数学的な考え方 9

数量や図形についての技能 2

数量や図形についての知識・理解 2

選択式 5

短答式 3

記述式 5

設問別集計結果

数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

算

数

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

考

え
方

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

技

能

数

量

や

図

形

に
つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
3A
(3)
アイ

4B
(1)イ ○ ○ 92.4 91.8 92.6 0.0 0.4 0.4

１（２）
4B
(1)
アイ

○ ○ 43.2 40.2 45.2 3.4 4.6 4.0

２（１）

3D
(2)ア ○ ○ 52.5 50.9 56.2 2.5 3.6 3.1

40.9

53.3

69.5

23.2

56.3

25.1
66.1

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

56.7

66.4

44.4

43.7

36.3

42.9

全国（公立）

1,021,637

全国（公立）

47.2

平均正答率(％)

46.5

41.9
35.1

39.9

42.0
44.6
42.2

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

対象児童数

分類

33.6

北海道（公立）

118 40,262

当別町教育委員会

41.7

区分
対象設問数

（問） 北海道（公立）当別町

　全体 44.5

学習指導要領の領域

評価の観点
38.7

48.5
39.8
53.0
70.3 66.7

26.2

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

54.7

62.9

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

正方形の縦の長さを２ｃｍ短くし，横の長さを

２ｃｍ長くすると面積が４ｃｍ
2
小さくなること

の説明を書く

示された条件を基にほかの正方形
について検討し，同じきまりが成
り立つかを調べることができる

示された説明を解釈し，用いられ
ている考えを別の場面に適用し
て，その説明を記述できる

ハードルとハードルの間が５ｍのコースの，ス
タート地点から４台目のハードルを，巻き尺の

ハードルの数とインターバルの数
の関係を式に表し，４台目のハー

１辺が９ｃｍの正方形の縦と横の長さを変えた
ときの面積を求める式と答えとして，ふさわし
い数値の組み合わせを書く

量と測

定

図形

数量関

係

数と計

算

当別町

北海道（公

立）

○算数Ｂの学力調査では、当別町児童の平均正答率が46.5％で、全国の47.2％より0.7ポイント下回った。昨年度は、4.0ポイント下回っていたので、3.3ポイント縮ま

り、全国とほぼ同様の数値となった。

○指導要領の「数と計算」「量と測定」「数量関係」の３領域で全道より上回り、｢数と計算」では全国を上回るなど、改善がみられる。

○指導要領の「図形」の領域では、算数Ａと同様に、全国を下回った。「図形」の学習に課題が見受けられる。

２（１）
(2)ア
4D

(2)ア

○ ○ 52.5 50.9 56.2 2.5 3.6 3.1

２（２）

3A
(5)イ
5A

(3)ア

4D
(2)ア ○ ○ 53.4 46.1 50.5 4.2 4.7 4.2

２（３）

3A
(5)イ
5A

(3)ア

○ ○ 13.6 13.6 15.6 (20.3) 21.4 18.6

３（１）

2A
(3)ア
3A

(4)ア
4A

(5)ウ

○ ○ 62.7 58.9 62.6 0.8 1.0 1.0

３（２）

2A
(3)ア
3A

(4)ア

○ ○ 43.2 34.1 38.4 (19.5) 20.2 17.4

３（３）

3C
(1)ウ
5C

(1)ア

○ ○ 78.0 74.5 76.5 2.5 2.2 1.9

４（１）
5B

(4)ア
3D
(3) ○ ○ 52.5 47.0 48.3 3.4 2.3 1.9

４（２）
3D
(3) ○ ○ 67.8 67.6 70.7 (5.1) 3.0 2.5

４（３）
4D

(4)イ ○ ○ 22.9 22.7 24.9 (21.2) 16.0 13.2

５（１）
3A

(4)ア

4B
(2)
アイ

3C
(1)ア
5C
(1)
アウ

3D
(1) ○ ○ 2.5 5.4 6.9 (22.0) 22.3 18.7

５（２）
4B
(2)
アイ

3C
(1)イ
5C
(1)
アウ

○ ○ 20.3 25.6 25.4 (12.7) 10.1 8.9

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの 無回答率が５％以上の設問数 ６／１３問

Ａ小学校とＢ小学校の図書委員が表したグラフ
を見比べて読みとった事柄として正しくない事
柄について，正しくないわけを書く

グラフから貸出冊数を読み取り，
それを根拠に，示された事柄が正
しくない理由を記述できる

示された四角形を並べてできる図形を選ぶ
図形を構成する角の大きさを基
に，四角形を並べてできる形を判
断することができる

正方形に内接する円の半径につい
て理解している

１辺が９ｃｍの正方形に内接する円をかくため
に，コンパスの鉛筆の先を合わせる位置を選ぶ

示された形をつくることができることを説明す
る式の意味を，数や演算の表す内容に着目して
書く

示された除法の式を並べてできた
形と関連付け，角の大きさを基
に，式の意味の説明を記述できる

示された二つの表だけでは判断できないものを
選ぶ

単位量当たりの大きさを求めるた
めに，ほかに必要な情報を判断
し，特定することができる

示された事柄について，二つの表
を基に読み取ることができない事
柄を特定することができる

学校ごとの１人当たりの本の貸出冊数を求める
ために，学校ごとの貸出冊数の合計のほかに調
べる必要のある事柄を選ぶ

タート地点から４台目のハードルを，巻き尺の
何ｍのところに置けばよいか書く

４０ｍハードル走の目標のタイムを求める式に
８．１と４を当てはめて，まなみさんの目標の
タイムを求める式と答えを書く

目標のタイムを求める式の中の０．４や
０．３が表す意味を書く

三つの式について，それぞれの式が何を計算し
ているかの説明文を選ぶ

縦３９ｃｍ，横５４ｃｍの長方形の厚紙から，
１辺９ｃｍの正方形を２４個切り取ることがで
きるわけを書く

の関係を式に表し，４台目のハー
ドルの位置を求めることができる

示された式に数値を当てはめて，
目標のタイムを求めることができ
る

示された式の中の数値の意味を解
釈し，それを記述できる

乗法や除法の式の意味を解釈する
ことができる

縦にかくことができる正方形の数
を求め，２４個の正方形をかくこ
とができる理由を記述できる

平均正答率が全国以上の設問数 ５／１３問

平均正答率が全道以上の設問数 １１／１３問
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２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）

小学校：生活習慣

【生活習慣】「食べている」「どちらかといえば食べている」と答えた児童の割合は94.1％で、全国より
1.4ポイント少なく、昨年度より0.3ポイント減少した。２年連続で微減している。

【生活習慣】「毎日同じ時刻に起きている」「どちらかといえば起きている」と答えた児童の割合は
89.9％で、全国より0.9ポイント少なく、昨年度より1.2ポイント増加した。

【生活習慣】視聴時間が「２時間以上」と答えた児童の割合は59.7％で、全国より2.6ポイント多く、昨年
度の1.6ポイント増加した。

【生活習慣】「毎日同じ時刻に寝ている」「どちらかといえば寝ている」と答えた児童の割合は74.8％
で、全国より5.3ポイント少なく、昨年度より0.2ポイント減少した。

6.7 

9.7 

6.6 

50.4 

46.6 

43.0 

34.5 

32.1 

36.6 

7.6 

9.0 

10.8 

0.8 

2.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、何時ごろに寝ますか」

1. 午後９時より前 2. 午後９時憩い、午後１０時より前
3. 午後１０時以降、午後１１時より前 4. 午後１１時以降、午前０時より前
5. 午前０時以降

【特徴】

①昨年度と同様、「朝食を食べてない・あまり食べていない」と答えた児童の割合が高い。就寝時刻も平成２５年度調査より遅くなっている。

②ＴＶ・ＤＶＤの視聴時間、ＴＶゲームやインターネットの時間が昨年度より増加し、平日、1時間以上読書する割合が、昨年度より減少した。

③小学生の携帯電話・スマートフォンの保有率が６割を超え、全国平均より多い。

85.7 

84.9 

87.3 

8.4 

9.1 

8.2 

3.4 

4.6 

3.5 

2.5 

1.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「朝食を毎日食べていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

26.1 

38.0 

38.2 

48.7 

41.3 

41.9 

17.6 

16.6 

16.3 

7.6 

4.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

16.0 

18.8 

16.0 

16.8 

17.7 

16.8 

26.9 

23.7 

24.3 

23.5 

25.7 

26.9 

14.3 

12.5 

13.9 

2.5 

1.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見

たり、聞いたりしますか（勉強のためのテレビやビデオ・ＤＶＤを見る時間、テレビ

ゲームをする時間は除く）」

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない
3. 2時間以上、3時間より少ない 4. 1時間以上、2時間より少ない
5. 1時間より少ない 6. 全く見たり、聞いたりしない

3.4 

4.4 

3.0 

1.7 

3.7 

2.8 

11.8 

5.7 

4.6 

5.9 

9.4 

8.1 

13.4 

12.3 

11.9 

29.4 

25.3 

30.7 

33.6 

39.2 

38.9 

0.8 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話や

メール、インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は

除く）」

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない
3. 2時間以上、3時間より少ない 4. 1時間以上、2時間より少ない
5. 30分以上、1時間より少ない 6. 30分より少ない
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他

50.4 

55.7 

57.4 

39.5 

34.0 

33.4 

7.6 

8.3 

7.4 

2.5 

2.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

【生活習慣】「よくしている」「時々している」と答えた児童の割合は81.5％で、全国より1.3ポイント少な
く、平成２５年度調査より5ポイント減少した。

【生活習慣】「１時間以上」と、答えた児童の割合は8.4％で、全国より8.3ポイント少なく、昨年度より15
ポイント減少した。

【生活習慣】「している」「どちらかというとしている」と答えた児童の割合は74.8％で、全国より4.4ポイン
ト少なく、昨年度より7.5ポイント減少した。

【生活習慣】「２時間以上」と答えた児童の割合は、16、9％で全国より6.5ポイント多く、昨年度より7.3ポイン
ト増加した。「携帯電話・スマートフォンを持っていない」児童の割合は、33.6%で昨年度より10.8ポイント減
少した。

【生活習慣】「週１回以上行く」と答えた児童の割合は16.8％で、全国より0.4ポイント多く、昨年度より
6.6ポイント減少した。

【生活習慣】「２時間以上」と答えた児童の割合は、41.2％で、全国より11.5ポイント多く、昨年度より
10.5ポイント増加した。２年連続で増加した。

【生活習慣】｢午後１０時以降｣と答えた児童の割合は42.9％で、全国より7.4ポイント少ない。平成２５年
度調査より1.9ポイント増加した。

11.8 

11.3 

8.2 

16.0 

9.9 

7.8 

13.4 

15.8 

13.7 

25.2 

26.2 

25.3 

24.4 

26.4 

31.1 

9.2 

10.3 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータ

ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）を

しますか」

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない 3. 2時間以上、3時間より少ない

4. 1時間以上、2時間より少ない 5. 1時間より少ない 6. 全く見たり、聞いたりしない

5. 午前０時以降

4.2 

2.9 

3.1 

12.6 

11.9 

13.3 

17.6 

21.8 

23.9 

26.1 

28.9 

28.4 

39.5 

34.3 

31.1 

0.0 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読ん

だり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きま

すか」

1. だいたい週に4回以上行く 2. 週に1～3回程度行く 3. 月に1～3回程度行く

4. 年に数回程度行く 5. ほとんど、または、全く行かない その他

無回答

31.9 

33.0 

35.1 

49.6 

48.8 

47.7 

16.0 

14.8 

14.1 

2.5 

3.4 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家の手伝いをしていますか」

1. よくしている 2. 時々している 3. あまりしていない
4. 全くしていない その他 無回答

50.4 

49.7 

52.4 

24.4 

27.5 

26.8 

21.0 

17.5 

16.1 

4.2 

5.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をします

か」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

3.4 

6.8 

6.8 

5.0 

9.6 

9.9 

18.5 

18.2 

19.8 

27.7 

26.0 

27.0 

10.9 

15.5 

15.9 

34.5 

23.8 

20.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読

書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）」

1. ２時間以上、３時間より少ない 2. １時間以上、２時間より少ない 3. ３０分以上、１時間より少ない

4. 10分以上、３０分より少ない 5. 10分より少ない 6. 全くしない

7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他
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小学校：家庭学習

【家庭学習】「塾に通っていない」と答えた児童の割合が68.1％で、全国より14.2ポイント多く、昨年度よ
り2.1ポイント減少した。

【家庭学習】「１時間以上」と、答えた児童の割合は57.1％で、全国より5.4ポイント少なく、昨年度より
10.6ポイント減少した。

【家庭学習】「１時間以上」と、答えた児童の割合は58.8％で、全国より1.8ポイント多く、昨年度より17.8
ポイント減少した。

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は68.1％で、全国より5.9ポイ
ント多く、昨年度より4.4ポイント減少した。

73.9 

83.9 

16.8 

11.4 

6.7 

3.7 

2.5 

0.9 

当別町

北海道(公立)

「家で、学校の宿題をしていますか」

68.1 

62.9 

53.9 

15.1 

15.6 

23.1 

5.0 

6.7 

6.6 

3.4 

7.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか」

1. 学習塾に通っていない 2. 学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している

3. 学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している 4. 2、3の両方の内容を勉強してい

15.1 

20.2 

31.1 

28.2 

32.8 

35.6 

21.0 

15.9 

当別町

北海道(公立)

「家で、学校の授業の予習をしていますか」

33.6 

29.0 

26.7 

34.5 

34.3 

35.5 

22.7 

27.8 

28.8 

9.2 

8.8 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

【特徴】

①「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」、「家で、学校の授業の予習・復習をしていますか」との質問に「している」、「どちらかといえば、し

ている」と肯定的な回答をした児童の割合が高い。

②「学習塾（家庭教師を含む）で勉強していますか」との質問に「学習塾に通っていない」と回答した児童の割合が高い。

③「家で、予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書を使いながら学習していますか」との質問に「している」、「どちらかといえば、して

いる」と肯定的な回答をした児童の割合が全国より高く、家庭学習で教科書、プリントをきちんと活用している。

2.5 

5.7 

10.8 

9.2 

11.5 

14.7 

45.4 

37.5 

37.0 

33.6 

30.7 

25.4 

5.9 

12.0 

8.9 

3.4 

2.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も

含む）」

1. ３時間以上 2. ２時間以上、３時間より少ない
3. １時間以上、２時間より少ない 4. ３０分以上、１時間より少ない
5. ３０分より少ない 6. 全くしない

2.5 

2.9 

6.7 

2.5 

4.2 

5.0 

8.4 

12.1 

12.5 

45.4 

36.8 

32.8 

37.0 

35.7 

32.8 

4.2 

8.3 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強を

しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）」

1. ４時間以上 2. ３時間以上、４時間より少ない
3. ２時間以上、３時間より少ない 4. １時間以上、２時間より少ない
5. １時間より少ない 6. 全くしない

【家庭学習】「している」「どちかといえばしている」と答えた児童の割合は70.6％で、全国より15.4ポイン
ト多く、昨年度より3.6ポイント減少した。

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は90.7％で、全国より6.3ポイ
ント少なく、昨年度より6.9ポイント減少した。

0.0

【家庭学習】「している」「どちかといえばしている」と答えた児童の割合は70.6％で、全国より6ポイント
多い。《新規》

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は46.2％で、全国より2.9ポイ
ント多く、昨年度より11.9ポイント減少した。

88.0 9.0 2.4 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

16.7 26.6 37.6 19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

30.3 

32.7 

23.5 

40.3 

32.7 

31.7 

16.8 

24.5 

30.5 

12.6 

10.0 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、学校の授業の復習をしていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している

3. あまりしていない 4. 全くしていない

38.7 

40.9 

34.5 

31.9 

29.9 

30.1 

21.0 

19.7 

23.1 

8.4 

9.3 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科

書を使いながら学習していますか」

1. している 2. どちらかといえば、している

3. あまりしていない 4. 全くしていない

-10-



小学校：自己理解、自尊意識、規範意識

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は93.2％で、全国より
1.2ポイント少なく、昨年度より0.3ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は67.2％で、全国より
8.9ポイント少なく、昨年度より9.5ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は70.6％で、全国より
5.7ポイント少なく、昨年度より8.4ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は94.1％で、全国より
1.4ポイント多く、昨年度より1.4ポイント増加した。

61.3 

54.0 

56.3 

32.8 

37.8 

36.4 

5.0 

7.0 

6.3 

0.8 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができま

すか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

31.1 

33.1 

36.2 

39.5 

39.9 

40.1 

20.2 

18.2 

16.2 

9.2 

8.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「自分には、よいところがあると思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

20.2 

21.3 

26.9 

30.0 

35.3 

33.7 

17.6 

14.9 

当別町

北海道(公立)

「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか」

【特徴】

①「自分には、よいところがあると思いますか」、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」、「友達の前で自分の考えや意見を発表するこ

とが得意ですか」との質問に肯定的な回答をした児童の割合が、全国を下回り、昨年度と比べて減少した。授業や行事などの活動の中で、自己有用

感や自己効力感、成就感を体感させる取り組みが必要である。

②「学校の規則を守っていますか」、「友達との約束を守っていますか」との質問に肯定的な回答をした児童の割合は、前回調査より増加し、遵法意識

が高まっていると推測される。また、「人が困っているときは、進んで助けていますか」の質問に肯定的な回答をした児童の割合も全国と同様の数値と

なった。

③「いじめは、どんな理由があってもよくない」と回答した児童の割合は、84.0％で、全国平均より多いものの、昨年度より減少している。引き続き人権

教育を実施していくことが必要である。

69.7 

69.3 

71.9 

23.5 

23.9 

22.5 

5.9 

5.3 

4.4 

0.8 

1.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公…

全国(公立)

「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

23.5 

23.4 

25.3 

43.7 

50.1 

50.8 

28.6 

22.6 

20.6 

4.2 

3.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

69.7 

69.9 

25.2 

23.3 

4.2 

4.8 

0.8 

2.0 

当別町

北海道(公立)

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は94.2％で、全国よ
り3.0ポイント少ない。平成２６年度調査より2.7ポイント増加した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は47.1％で、全国より
4.6ポイント少なく、昨年度より8.6ポイント減少した。

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は84.8％で、全国よ
り0.2ポイント多い。《新規》

【自尊・規範】「当てはまる」と答えた児童の割合は84.0％で、全国より0.9ポイント多く、昨年度より2.3
ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は94.9％で、全国より
1.1ポイント多く、昨年度より1.8ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は78.2％で、全国より
7.1ポイント少なく、昨年度より11.3ポイント減少した。

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は93.3％で、全国よ
り1.8ポイント多く、昨年度より7.0ポイント増加した。

59.7 

67.4 

68.6 

18.5 

16.6 

16.7 

10.1 

8.6 

8.2 

11.8 

7.4 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当
別

町

北
海

道
(公

立
)

全
国

(公 立
)

「将来の夢や目標を持っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

21.2 30.5 33.5 14.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

71.2 22.6 4.2 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

26.9 

38.2 

42.9 

66.4 

52.2 

48.6 

5.9 

8.3 

7.3 

0.8 

1.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校のきまりを守っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

31.9 

35.5 

37.0 

52.9 

47.2 

47.6 

12.6 

14.6 

13.0 

2.5 

2.7 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「人が困っているときは、進んで助けていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

63.9 

65.1 

68.9 

30.3 

31.6 

28.3 

5.9 

2.6 

2.2 

0.0 

0.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「友達との約束を守っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

84.0 

85.0 

83.1 

15.1 

11.8 

13.5 

0.8 

2.2 

2.4 

0.0 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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小学校：学校生活

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は93.2％で、全国より0.3ポイ
ント少ない。《新規》

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は70.6％で、全国より15.7ポ
イント少なく、昨年度より12.5ポイント減少した。

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は95.0％で、全国より1.2ポイ
ント少なく、平成25年度調査より0.5ポイント減少した

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は79.0％で、全国より2.8ポイ
ント少なく、昨年度より7.3ポイント増加した。

16.0 

16.2 

18.0 

31.9 

39.8 

40.6 

38.7 

33.3 

31.3 

13.4 

10.7 

10.0 

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学級会などの話合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生か

したり、折り合いをつけたりして話し合い、意見をまとめていますか」

73.9 

81.0 

79.9 

19.3 

12.5 

13.6 

3.4 

3.7 

3.9 

3.4 

2.7 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校で、好きな授業がありますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

47.1 

57.2 

58.5 

38.7 

28.7 

27.8 

8.4 

10.2 

10.0 

5.9 

3.9 

3.6 

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありま

すか」

37.0 

41.7 

39.6 

42.0 

40.9 

42.2 

19.3 

13.8 

14.2 

1.7 

3.6 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「あなたの学級では、学級会などの時間に友達同士で話し合って学

級のきまりなどを決めていると思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

【特徴】
①「学校に行くのは楽しいと思いますか」との質問に肯定的に回答した児童の割合は、昨年度より減少している。一方で「学校で、好きな授業がある」
と回答した児童の割合は、７割を超えている。学校、学級はもとより、子ども同士による楽しい雰囲気づくりが大切である。

②「学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のきまりなどを決めている」と肯定的な回答をした児童の割合が約８割で、全国より低いが、昨年
度より増加している。引き続き、みんなで話し合い、物事や社会の決まりが形成されていく過程の大切さを学べるよう、指導改善が必要である。

③「学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか」との質問に肯定的な回答をした児童の割合は、全国とほぼ同様だった。自
己理解を高めるためにも成就感、達成感を実感できる指導方法の工夫が必要である。

41.2 

51.6 

55.2 

29.4 

32.0 

31.1 

14.3 

11.0 

9.3 

15.1 

5.4 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校に行くのは楽しいと思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

80.7 

81.3 

82.9 

14.3 

14.3 

13.3 

3.4 

3.1 

2.7 

1.7 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校で、友達に会うのは楽しいと思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は85.8％で、全国より
0.5ポイント少なく、昨年度より1.3ポイント減少した。

0.0 0.0

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は77.3％で、全国より
5.3ポイント少なく、平成26年度調査より1.4ポイント増加した。

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は47.9％で、全国より10.7ポ
イント少ない。《新規》

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は83.2％で、全国より
1.6ポイント少ない。《新規》

18.0 40.6 31.3 10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

37.8 

40.8 

42.2 

39.5 

40.4 

40.4 

15.1 

13.6 

12.7 

7.6 

5.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか】

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

47.9 

50.9 

47.9 

35.3 

34.3 

36.9 

12.6 

10.8 

11.0 

4.2 

4.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないとこ

ろについて、分かるまで教えてくれますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

-12-



小学校：社会生活

【社会生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は69.0％で、全国より
1.6ポイント少なく、昨年度より2.1ポイント増加した。

【社会生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は62.2％で、全国より
5.7ポイント少なく、昨年度より8.7ポイント減少した。

【社会生活】「参加したことがある」と答えた児童の割合は31.9％で、全国より4.3ポイント少ない。《新
規》

【社会生活】「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と答えた児童の割合は34.5％で、
全国より10.5ポイント多く、昨年度より0.2ポイント減少した。

47.9 

56.1 

35.3 

29.6 

10.9 

8.5 

5.9 

5.7 

当別町

北海道(公立)

「テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やス

マートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む）」

31.9 

33.4 

36.2 

30.3 

29.6 

24.5 

37.8 

35.7 

38.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」

1. 参加したことがある 2. 参加したことがない 3. わからない
その他 無回答

7.6 

9.5 

8.9 

26.9 

18.2 

15.1 

15.1 

21.2 

21.2 

50.4 

51.0 

54.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「新聞を読んでいますか」

1. ほぼ毎日読んでいる 2. 週に1～3回程度読んでいる
3. 月に1～3回程度読んでいる 4. ほとんど読まない、または全く読まない

【特徴】
①「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」との質問に「当てはまる」と回答した児童の割合が全国を上回り、「今住んでいる
地域の行事に参加していますか」との質問でも「当てはまる」と回答した児童の割合が全国を上回った。一方で「地域社会などでボランティア活動に
参加したことがありますか」との設問に「当てはまる」と回答をした児童の割合が全国を下回った。福祉やボランティアの体験学習の場を増やし、積極
的に参加できる機会づくりが必要である。

②「新聞を読んでいますか」との質問で「ほとんど読まない」、または、「全く読まない」と回答した児童の割合が全国と比べて少ない。「テレビのニュー

ス番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む）」との質問に「よく見

る」と回答した児童の割合が少ないことから、世間の情報収集に関してデジタル媒体よりも紙媒体の利用率が高い傾向がみられる。

43.7 

32.2 

39.1 

18.5 

28.8 

28.8 

20.2 

20.1 

18.0 

17.6 

18.8 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

34.5 

31.6 

33.3 

34.5 

35.7 

37.3 

19.3 

21.7 

20.3 

11.8 

10.9 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【社会生活】「よく見る」「時々見る」と答えた児童の割合は83.2％で、全国より3.2ポイント少なく、昨年
度より1.5ポイント減少した。

0.0 0.0

57.2 29.2 8.4 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. よく見る
2. 時々見る
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小学校：総合的な学習の時間、道徳、学習

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は72.2％で、全国より
6.8ポイント多く、昨年度より6.1ポイント増加した。

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は72.3％で、全国より
4.9ポイント少ない。《新規》

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は77.3％で、全国より
5.9ポイント少なく、昨年度より7.4ポイント減少した。

【道徳】「取り組んだ」「どちらかといえば、取り組んだ」と答えた児童の割合は71.5％で、全国より6.1ポ
イント少ない。《新規》

42.9 

31.2 

21.0 

25.6 

16.0 

23.6 

20.2 

19.4 

当別町

北海道(公立)

「４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難

しいと思いますか」

40.3 

27.9 

25.8 

31.9 

38.5 

39.6 

19.3 

25.6 

26.0 

8.4 

7.7 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理し

て、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

27.7 

22.0 

32.8 

30.5 

19.3 

27.3 

20.2 

20.1 

当別町

北海道(公立)

「学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書

いたりすることは難しいと思いますか」

26.1 

32.5 

37.0 

45.4 

41.8 

40.6 

23.5 

19.9 

17.0 

5.0 

5.6 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「５年生までに受けた道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級や

グループで話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

①「「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」との質問

に「当てはまる」と回答した児童の割合が全国を大幅に上回り、肯定的な回答をした児童の割合も全国、昨年度に比べて増加している。創意工夫を生

かした特色ある授業実施の成果と、意欲的に取り組んでいる児童の姿勢がみられる。総合的な学習の時間は、アクティブ・ラーニングの視点に立った

深い学びを習得するための基礎になるものであり、引き続き伸ばしていけるよう、適切に指導していく必要がある。

②「４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思いますか」と「学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文

章に書いたりすることは難しいと思いますか」との質問に肯定的な回答をした児童の割合が全国平均より上回り、昨年度よりも増加している。自分の

考えを文章化することに苦手意識を感じている児童が多いことが窺える。協同的に学び合い、要点をまとめて文章化することを習熟させる工夫改善

が必要である。

38.7 

41.4 

37.4 

33.6 

37.7 

39.8 

21.0 

15.1 

16.3 

6.7 

5.6 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

36.1 

40.3 

41.6 

41.2 

42.1 

41.6 

17.6 

13.6 

12.7 

5.0 

3.8 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会

に出たときに役に立つと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は63.9％で、全国より3.5ポイント
多く、昨年度より7.4ポイント増加した。

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は64.7％で、全国より3.6ポイント
少なく、昨年度より3ポイント減少した。

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた児童の割合は60.5％で、全国より5.7ポイント
多く、昨年度より6.4ポイント増加した。

31.2 

34.1 

25.6 

26.3 

23.6 

22.3 

19.4 

17.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

22.0 

23.9 

30.5 

30.9 

27.3 

26.2 

20.1 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

21.8 

25.4 

26.4 

42.9 

41.2 

41.9 

26.9 

25.7 

24.4 

8.4 

7.7 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない
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小学校：授業

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は80.6％で、全国より2.8ポ
イント多い。《新規》

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は87.4％で、全国より2.3ポ
イント多く、昨年度より0.3ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は79.8％で、全国より3.6ポ
イント少なく、昨年度より10.5ポイント減少した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は81.6％で、全国より5.9ポ
イント多く、昨年度より6.6ポイント増加した。
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「５年生までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動では、話し合う内容を理

解して、相手の考えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思いますか」
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「５年生までに受けた授業では、学級の友達との間で話し合う活

動をよく行っていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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当別町

北海道(公立)

「５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わ

るよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか」
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「５年生までに受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解

決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組ん

でいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

①「５年生までに受けた授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか」、「５年生までに受けた授業の最後に学習内容

を振り返る活動をよく行っていたと思いますか」、「５年生までに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめ

を書いていたと思いますか」との質問に肯定的な回答をした児童の割合が全国、昨年度に比べて下回ったが、学校質問紙調査の「よく行っ

た」との回答と乖離している。教職員と児童の意識差の改善を図り、授業改善の取り組みを進めなど、基本的な学習過程を実施していく必

要がある。

②「授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか」の質問に「友達に尋ねる」との回答が全国と同様に１番多く、

「その場で先生に尋ねる」との回答が２番目に多く、全国を大きく上回った。授業への積極的な取り組みの様子が窺える。
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「５年生までに受けた授業では、先生から示される課題や、学級やグループの中で、自分

たちで立てた課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「５年生までに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与

えられていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は62.2％で、全国より13.9
ポイント少なく、昨年度より9.6ポイント減少した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は56.3％で、全国より7.9ポ
イント少ない。《新規》

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は75.7％で、全国より1.4ポ
イント少ない。《新規》

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は79.8％で、全国より8.1ポ
イント少なく、昨年度より7.3ポイント減少した。

【授業】「友人に尋ねる」が42.0％で一番多く、次に「その場で先生に尋ねる」が17.3％になった。昨年
度は「その場で先生に尋ねる」が一番多く、尋ねる相手が「先生」から「友人」へ移行している。「そのま
まにしておく」が全国より1.0ポイント多い。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は79.0％で、全国より8.6ポ
イント少なく、昨年度より6.5ポイント減少した。

33.4 43.7 18.7 4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「５年生までに受けた授業の中で目標（めあて・ねらい）が示され

ていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「５年生までに受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動をよ

く行っていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか」

1. その場で先生に尋ねる 2. 授業が終わってから先生に尋ねに行く
3. 友達に尋ねる 4. 家の人に尋ねる
5. 学習塾の先生(家庭教師も含む）に尋ねる 6. 自分で調べる
7. そのままにしておく その他

54.6 

59.5 

67.4 

25.2 

22.7 

20.5 

12.6 

11.8 

8.4 

7.6 

5.9 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「５年生までに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねら

い）とまとめを書いていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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小学校：国語の学習

【国語「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は77.3％で、全国より3.4ポイ
ント少なく、昨年度より8.2ポイント減少した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は57.2％で、全国より1.1ポ
イント少なく、昨年度より9.7ポイント減少した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は88.2％で、全国より3.1ポ
イント少なく、昨年度より4.5ポイント減少した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は84.9％で、全国より4.3ポ
イント少なく、昨年度より2.2ポイント減少した。
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「国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、

書いたりしていますか」
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「国語の授業の内容はよく分かる」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組

み立てを工夫していますか」
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「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと

思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

①国語の学習に関する多くの質問に、肯定的な回答をした児童の割合は全国平均を下回り、昨年度の結果よりも減少しているが、「国語の授業で自

分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いていますか」のと質問では、肯定的な回答をした児童の割合が全国、昨年度を上回

り、自分の考えの論拠や理由を意識にして、文章化している姿勢が窺える。

②「読書が好き」と肯定的な回答をした児童の割合は、全国平均を下回り、昨年度よりも下回った。「当別町子ども読書活動推進計画」を基に巡回の

図書館司書と連携した読書活動を推進する必要がある。
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「国語の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の勉強は大切だと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は56.3％で、全国より6ポイ
ント少なく、昨年度より9.8ポイント減少した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は66.4％で、全国より8.2ポ
イント少なく、昨年度より4.5ポイント減少した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は74.8％で、全国より0.8ポ
イント多く、昨年度より0.2ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は65.5％で、全国より1.5ポ
イント少なく、昨年度より4.2ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は68.1％で、全国より10ポ
イント少なく、昨年度より13.3ポイント減少した。
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「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように

気を付けて書いていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理

解しながら読んでいますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「読書は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる

3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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小学校：算数の学習

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は56.3％で、全国より11.1
ポイント少なく、昨年度より14.6ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は81.5％で、全国より0.5ポ
イント多く、昨年度より2.5ポイント増加した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は50.4％で、全国より15.6
ポイント少なく、昨年度より16.5ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は87.4％で、全国より4.5ポ
イント少なく、昨年度より6.9ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は69％で、全国より11.2ポ
イント少なく、昨年度より9.3ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は69.8％で、全国より6ポイ
ント少なく、昨年度より12.4ポイント減少した。
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「算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方

法を考えますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「算数の授業の内容はよく分かりますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと

思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

① 「算数の勉強は好きですか」をはじめ、多くの質問に肯定的な回答をした児童の割合が全国、昨年度を下回っている。各学校において、原因を究

明し、｢算数の勉強は好き」と思う児童が育つよう、また、「算数は面白い」と感じさせる授業の工夫改善など、取り組みを実施する必要がある。
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「算数の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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「算数の勉強は大切だと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は71.5％で、全国より9ポイ
ント少なく、昨年度より6ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は89.1％で、全国より0.8ポ
イント少なく、昨年度より3.7ポイント増加した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は77.3％で、全国より3.5ポ
イント少なく、昨年度より4.9ポイント減少した。

【算数】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童の割合は76.5％で、全国より8.3ポ
イント少なく、昨年度より9.8ポイント減少した。

64.7 

66.3 

67.6 

24.4 

22.5 

22.3 

7.6 

8.0 

7.1 

3.4 

3.0 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと

思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

42.9 

45.6 

47.8 

28.6 

33.0 

32.7 

21.0 

15.7 

14.2 

7.6 

5.5 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え

ますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない

46.2 

54.5 

55.8 

30.3 

29.3 

29.0 

20.2 

12.1 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いてい

ますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない その他
無回答

41.2 

46.2 

45.5 

36.1 

34.8 

35.3 

17.6 

14.6 

14.5 

5.0 

4.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するように

していますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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小学校：調査時間

【調査時間】《国語Ｂ》「時間があまった」「ちょうどよかった」と答えた児童の割合は65.6％で全国より6
ポイント少なく、昨年度より5.4ポイント減少した。

【調査時間】《国語Ａ》「時間があまった」「ちょうどよかった」と答えた児童の割合は84.8％で全国より0.4
ポイント少なく、昨年度より5.8ポイント増加した。

【調査時間】《算数Ａ》「時間があまった」「ちょうどよかった」と答えた児童の割合は85.8％で全国より0.5
ポイント少なく、昨年度より2.8ポイント増加した。

【調査時間】《算数Ｂ》「時間があまった」「ちょうどよかった」と答えた児童の割合は52.1％で、全国より
5.2ポイント少なく、昨年度より12.4ポイント減少した。

59.7 

54.5 

53.9 

26.1 

31.1 

32.4 

12.6 

11.5 

10.6 

0.8 

2.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ａ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

27.7 

28.9 

29.2 

24.4 

26.7 

28.1 

36.1 

33.1 

31.7 

10.9 

11.1 

10.5 

0.8 

0.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ｂ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

【特徴】

①国語Ａ・算数Ａでは、８割以上の児童が「時間が余った」、「ちょうどよかった」と回答しているが、国語Ｂ・算数Ｂでは、解答を文章

で書いたり、記述式の解答を求める問題で、全国・北海道と同様に苦労した様子が窺える。

②｢最後まで解答を書こうと努力した」と回答した児童の割合は、国語では、全国を上回っているものの、算数では、全国を下回った。普

段から授業の中で、「別な解決の方法がないか」など多様な考え方を持つよう、指導をしていくことが大切である。

57.1 

53.9 

52.6 

27.7 

30.8 

32.6 

13.4 

12.8 

12.2 

0.8 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

34.5 

37.6 

36.2 

31.1 

33.5 

35.4 

28.6 

22.8 

22.5 

4.2 

5.8 

5.5 

0.8 

0.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

75.6 

72.5 

75.1 

20.2 

23.5 

20.5 

3.4 

2.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありました

が、最後まで解答を書こうと努力しましたか」

1. 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2. 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3. 書く問題は全くしなかった

65.5 

69.0 

72.0 

31.9 

27.6 

24.6 

0.8 

2.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め

方などを書く問題がありましたが、どのように解答しましたか」

1. 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2. 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3. 書く問題は全く解答しなかった

0.0 0.0

0.0

【国語】「最後まで解答を書こうと努力した」と答えた児童の割合は75.6％で全国より0.5ポイント多く、
昨年度より4.6ポイント増加した。

【算数】「最後まで解答を書こうと努力した」と答えた児童の割合は65.5％で、全国より6.5ポイント少な
く、昨年度より1ポイント増加した。

0

3. 書く問題は全くしなかった 3. 書く問題は全く解答しなかった
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Ⅳ　中学校の分析

　１）学力調査

１　教科ごとの結果概要

【国語】
①

②

③

【数学】

①

②

③

２　教科ごとの平均正答率と平均正答数

平均正答率・正答数ともに全国との差はわずかであった。特に国語Aでは、ほとんど差がない。

領域別では、国語Aでは、　「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」　の領域で全国平均を上回ったが、
他の３領域では、下回る結果となった。出題の趣旨から「伝えたい事柄について、根拠を明確にして書く」という設
問で無回答率が多く、チャレンジテストや本学習調査問題の活用を進める必要がある。

国語Ａ・Ｂともに「読むこと」の領域で小学校同様に落ち込みがあり、読解力を身につける指導が必要である。

数学A・Ｂの平均正答率・正答数ともに全国を上回った。特に数学Ａの正答数で全国と比較すると１問以上多く回
答している。

領域別では、数学Aで４領域すべてで全国平均を上回る結果になった。数学Ｂでは、　「資料の活用」　を除く領域
で全国を上回っている。

下位層の割合は、　数学A・Bで全国より少なく、　昨年度からも大きく減少し、全体をとおして、　指導方法の工夫、
授業改善の取り組みの成果がみられる。

国語Ａ 国語B 数学Ａ 数学Ｂ

当別町 74.5 (24.6/33) 63.5 (5.7/9) 64.9 (23.4/36) 44.8 (6.7/15)

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

平均正答率
（％）

平均正答数
/問題数

北海道(公立) 75.1 (24.8/33) 65.0 (5.8/9) 61.8 (22.2/36) 43.3 (6.5/15)

※(　)内の平均正答数と問題数欄は分子が平均正答数で、分母が問題数として記載。

※平均正答率･･･平均正答数を百分率で表示。国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂごとの平均正答率は、それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率(概数)。

全国(公立) 75.6 (25.0/33) 66.5 (6.0/9) 62.2 (22.4/36) 44.1 (6.6/15)

昨年度の全国との差 ▲ 3.5 (-1.2/33) ▲ 3.9 (-0.3/9) ▲ 6.0 (-2.2 /36) ▲ 5.4 (-0.6/15)

全国との差 ▲ 1.1 (-0.4/33) ▲ 3.0 (-0.3/9) 2.7 (+1.0/36) 0.7 (+0.1/15)

昨年度と差の比較 ＋ 2.4 ＋ 0.9 ＋ 8.7 ＋ 6.1

（単位：％）

74.5

63.5 64.9

44.8

75.1

65.0 61.8

43.3

75.6

66.5
62.2

44.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

当別町 北海道（公立）
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３　全国平均を基準(100)とした場合の領域ごとの正答率

国語Ａ
（話すこ
と・聞く
こと）

国語Ａ
（書くこ
と）

国語Ａ
（読むこ
と）

国語Ａ
（伝統
的な言
語文化
と
国語の
特質に
関する
事項）

国語Ｂ
（書くこ
と）

国語Ｂ
（読むこ
と）

数学Ａ
（数と
式）

数学Ａ
（図形）

数学Ａ
（関数）

数学Ａ
（資料
の活
用）

数学Ｂ
（数と
式）

数学Ｂ
（図形）

数学Ｂ
（関数）

数学Ｂ
（資料
の活
用）

問題数 6/33 4/33 6/33 17/33 3/9 9/9 12/36 12/36 8/36 4/36 6/36 2/15 5/15 2/15

当別町 96.8 96.2 96.8 100.1 100.2 95.5 101.2 101.9 112.9 108.1 102.3 106.0 106.8 82.4

北海道（公立） 99.0 99.5 99.4 99.2 96.2 97.7 98.2 98.4 101.3 103.9 97.7 95.8 100.2 96.2

全国（公立） 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

　教科の領域別に全国を100とした場合の状況をレーダーチャートで示したもの。

　(当別町生徒の平均正答率÷全国(公立)の平均正答率×100で算出)

４　全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合

70

80

90

100

110

国語Ａ

（話すこと・聞くこと）
国語Ａ

（書くこと）

国語Ａ

（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ

（書くこと）

国語Ｂ

（読むこと）

数学Ａ

（数と式）
数学Ａ

（図形）

数学Ａ

（関数）

数学Ａ

（資料の活用）

数学Ｂ

（数と式）

数学Ｂ

（図形）

数学Ｂ

（関数）

数学Ｂ

（資料の活用）

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国

29.0% 28.3% 26.5% 30.2% 27.8% 25.4% 23.0% 26.8% 25.1% 20.9% 22.9% 21.3%

多い 多い 少ない 少ない

多い 多い 多い 多い

減少 減少 減少 減少

５　教科の改善策
○

○

昨年度と差の比較 -5.5% -1.9% -11.2% -8.2%

（単位：％）

中学校でも１単位時間の流れとして、「課題設定の明示、個人解決から集団解決、まとめの明記、授業の予習・復
習、問題の反復練習」は必要不可欠な授業過程であり、生徒が、今日の学習で　「何が分かればよいのか」　という
目標を自覚させることが重要である。小学校からの引き継ぎを基に、実態を把握した授業展開が必要である。

「個性・能力の伸長を図る学習」　から　「自学自習を重視する」　へと中学校期の学習目標を達成するために、学力
の定着と能力を引き出す習熟度別学習の充実が必要である。　そのために各学校で取り組んでいるノート指導や
学習規律、板書の工夫、習熟度別学習やＴＴ指導の工夫改善、　ＩＣＴ活用などの授業改善を一層強化して「無解
答の解消」、「基礎学力の定着・向上」に取り組むことが必要である。

全国の下位約25％と
同じ正答数の範囲に
含まれる生徒の割合

全国との差 2.5% 4.8% -2.1% -0.4%

昨年の全国との差 8.0% 6.7% 9.1% 7.8%

国語Ａ 国語B 数学Ａ 数学Ｂ

33問中22問以下 9問中4問以下 36問中16問以下 15問中3問以下

29.0 30.2 

23.0 20.9 

28.3 27.8 26.8 
22.9 

26.5 25.4 25.1 
21.3 

0.0 

20.0 

40.0 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

当別町 北海道 全国
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６　各教科に関する調査結果

中学校 ［国語Ａ：主として知識］①

集計結果

33

話すこと・聞くこと 6

書くこと 4

読むこと 6

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 17

国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 6

書く能力 4

読む能力 6

言語についての知識・理解・技能 17

選択式 23

短答式 10

記述式 0

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞
く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当
別
町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当
別
町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
２
イ

○ ○ 77.1 78.5 80.7 0.0 0.1 0.1

１二
２
ウ

○ ○ 74.5 77.6 78.1 0.0 0.2 0.2

２一
２
ウ

○ ○ 80.4 77.3 78.1 3.9 3.5 3.5

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

78.1

73.3

文章の一部を別の項目に移す理由として適切 集めた材料を整理して文章を構成

全国（公立）

78.9

区分
当別町

分類

対象生徒数
当別町教育委員会

153

北海道（公立） 全国（公立）

41,221

学習指導要領の領域等

対象設問数
（問）

全体

北海道（公立）

平均正答率(％)

聞き手をどのように想定して話しているのか
を説明したものとして適切なものを選択する

聞き手の立場を想定し，話の中心
的な部分と付加的な部分との関係
に注意して話す

78.1

73.3

70.9

78.1

78.6

絵本のページを提示した意図として適切なも
のを選択する

目的に応じて資料を効果的に活用
して話す

パンフレットの見出しを他の見出しの書き方
を参考にして書く

伝えたい事柄が相手に効果的に伝
わるように書く

76.1

80.7

無解答率(％)

996,188

73.7

78.6

74.5 75.675.1

73.9

73.5

74.0

78.1

73.773.3

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

70.9

76.4

問題形式

76.1

正答率(％)

73.9

71.7

問題形式 80.5

78.9

74.0

73.2

設問番号

評価の観点

79.3

学習指導要領の領域等

設問の概要 出題の趣旨

評価の観点

76.4

73.3

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と

国語の特質に関する

事項

話すこと・聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○国語Ａの学力調査では、当別町生徒の平均正答率が74.5％で、全国の75.6％より1.1ポイント下回った。昨年度は、3.5ポイント下回ったので、2.4ポイント縮まった。

○「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で全国を上回った。

○出題の趣旨から「伝えたい事柄について、根拠を明確にして書く」の問題で無回答率が13.7％で全国より多い結果となった。

２二
１
イ

○ ○ 70.6 73.8 73.2 0.7 0.2 0.3

３一
１
ア

○ ○ 77.8 83.7 84.7 0.7 0.2 0.2

３二
２
イ

○ ○ 84.3 89.1 90.0 0.7 0.2 0.2

４一
２
エ

○ ○ 58.8 65.0 64.7 0.7 0.4 0.6

４二
１
ウ

○ ○ 73.9 77.2 78.7 (13.7) 9.5 8.7

５一
１
ウ

○ ○ 93.5 92.8 93.1 (5.2) 4.2 3.7

５二
１
イ

○ ○ 87.6 87.5 88.7 0.7 0.2 0.3

６一
１
イ

○ ○ 85.0 80.5 81.3 0.7 0.3 0.4

６二
１
エ

○ ○ 62.1 65.7 67.3 0.7 0.4 0.6

７一
２
エ

○ ○ 68.6 71.5 70.6 0.7 0.4 0.5

７二
２
オ

○ ○ 56.9 60.9 62.0 0.7 0.5 0.6

８一
１
カ

○ ○ 85.0 86.0 86.1 1.3 1.1 1.3

８二
１
カ

○ ○ 62.7 63.5 62.4 1.3 1.4 1.6

９一１
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 88.2 82.8 83.5 3.9 6.4 5.8

９一２
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 26.1 25.2 26.1 (9.2) 10.8 11.4

９一３
２(１)
ウ(イ)

○ ○ 86.9 87.9 89.9 3.9 6.4 5.2

９二１
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 97.4 97.9 97.6 2.0 1.1 1.3

９二２
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 95.4 94.7 94.8 3.3 1.9 2.0

９二３
２(１)
ウ(ア)

○ ○ 81.7 79.6 82.6 (7.2) 5.5 4.8漢字を読む（目上の人を敬う）

資料集を活用するときの留意点を説明したも
のとして適切なものを選択する

漢字を書く（大学で歴史のケンキュウをす
る）

漢字を書く（今までにないドクソウ的な考え
だ）

漢字を書く（家の庭に花をウえる）

文脈に即して漢字を正しく読む

漢字を読む（封筒を開ける）

漢字を読む（長年の努力が報われた）

相手の発言をどのように聞いているのかを説
明したものとして適切なものを選択する

話の展開などに注意して聞き，自
分の考えと比較する

話合いを踏まえた発言として適切なものを選
択する

互いの発言を検討して自分の考え
を広げる

奥付の特徴を説明したものとして適切なもの
を選択する

奥付の特徴や役割を理解する

奥付を使って本についての情報を
得る

文脈に即して漢字を正しく書く

伝えたいことを明確にするために付け加える
言葉として適切なものを選択する

全体と部分との関係に注意して話
を構成する

「不思議な機能」の説明として適切なものを
選択する

文章の展開に即して情報を整理
し，内容を捉える

文章について説明したものとして適切なもの
を選択する

文章の構成や展開について自分の
考えをもつ

答えの文章を直した意図として適切なものを
選択する

文章を読み返し，文の使い方など
に注意して書く

質問に対する答えが明確になるように適切な
言葉を書く

伝えたい事柄について，根拠を明
確にして書く

電話を受けた相手のことを考えた言葉を書く
相手や場に応じた言葉遣いなどに
気を付けて話す

文章の一部を別の項目に移す理由として適切
なものを選択する

集めた材料を整理して文章を構成
する

「ライスカレーの名に値する」の意味として
適切なものを選択する

文脈の中における語句の意味を理
解する

「私」にとってのライスカレーを説明したも
のとして適切なものを選択する

登場人物の言動の意味を考え，内
容を理解する
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中学校 ［国語Ａ：主として知識］②

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞
く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心
・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能
力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て
の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当
別
町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当
別
町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

９三ア
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 88.9 91.2 91.0 0.7 0.5 0.6

９三イ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 97.4 97.9 97.9 0.7 0.5 0.5

９三ウ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 54.9 58.3 59.3 1.3 1.0 1.1

９三エ
２(１)
イ(ア)

○ ○ 92.8 93.6 94.3 0.7 0.6 0.6

９三オ
１(１)
イ(ウ)

○ ○ 63.4 53.9 54.0 1.3 0.7 0.8

９四ア
１(１)
イ(イ)

○ ○ 68.0 62.7 60.3 2.0 1.0 1.0

９四イ
１(１)
イ(イ)

○ ○ 56.9 64.2 62.8 2.0 1.1 1.0

９五
２(１)
イ(ウ)

○ ○ 47.7 49.8 50.8 2.0 1.3 1.3

９六
１(２)

ア
○ ○ 33.3 34.8 36.4 2.6 1.3 1.2

９七１
１(１)
ア(ア)

○ ○ 83.7 77.5 80.2 3.3 5.0 4.4

９七２
２(１)
ア(イ)

○ ○ 95.4 94.3 94.9 0.7 1.9 1.7

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

平均正答率が全国以上の設問数 １１／３３問

平均正答率が全道以上の設問数 １２／３３問

無回答率が５％以上の設問数 ４／３３問

歌に表れた作者の思いを想像する

辞書を活用し，漢字が表している
意味を正しく捉える

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（追ひ
し）

漢和辞典の「意味」の中から，「優美」の
「美」の意味として適切なものを選択する

文の成分の照応について理解する
文章を書き直した意図として適切なものを選
択する

文字の形や大きさ，配列に注意し
て書く

題名の下書きをどのように書き直したのかを
説明したものとして適切なものを選択する

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直して読む

「忘れがたき」の意味として適切なものを選
択する

適切な語句を選択する（彼は，忙しい仕事の
合間を縫って，私に会いに来てくれた）

適切な語句を選択する（厳しい挑戦だという
ことは，もちろん分かっています）

適切な語句を選択する（弟子を手塩にかけて
育てる）

適切な敬語を選択する（私がプリントを集め
て，先生にお届けします）

適切な語句を選択する（会長候補として，白
羽の矢が立つ）

漢和辞典の「意味」の中から，「賛美」の
「美」の意味として適切なものを選択する

語句の意味を理解し，文脈の中で
適切に使う
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中学校 ［国語Ｂ：主として活用］

集計結果

9

話すこと・聞くこと 0

書くこと 3

読むこと 9

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 0

国語への関心・意欲・態度 3

話す・聞く能力 0

書く能力 3

読む能力 9

言語についての知識・理解・技能 0

選択式 5

短答式 1

記述式 3

設問別集計結果

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１一
１
イ

○ ○ 68.0 75.4 76.2 0.0 0.1 0.2

１二
１
カ

○ ○ 81.0 82.3 83.3 0.0 0.1 0.2

１三
２
ウ

２
ウ

○ ○ ○ ○ 68.6 65.7 68.0 (15.7) 10.4 7.8

２一
１
エ

○ ○ 65.4 64.3 64.9 0.7 0.2 0.2

２二
１
イ

○ ○ 61.4 62.4 64.0 1.3 0.2 0.3

２三
１
ア

１
カ

○ ○ ○ ○ 51.0 50.1 49.2 (9.8) 7.3 6.0

３一
１
ウ

○ ○ 64.1 69.8 71.1 0.7 1.2 1.2

３二
１
カ

○ ○ 56.9 62.1 64.7 2.0 0.6 0.8

３三
１
ウ

１
カ

○ ○ ○ ○ 55.6 52.5 57.7 (25.5) 28.5 22.8

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの 無回答率が５％以上の設問数 ３／９問

平均正答率が全国以上の設問数 ３／９問

平均正答率が全道以上の設問数 ４／９問

無解答率(％)

58.4

58.4

66.5

64.1

56.1 58.3

65.0 66.5

69.3 70.6

69.8

学習指導要領の領域等 問題形式

71.1

56.1 58.3

設問の概要 出題の趣旨

問題形式

設問番号

評価の観点

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

評価の観点

平均正答率(％)

北海道（公立） 全国（公立）

全体 65.0 66.5

63.5

58.4

63.5

56.1 58.3

正答率(％)

対象設問数
（問）

区分

対象生徒数

56.1 58.3

65.0 66.5

当別町

58.4

63.5

学習指導要領の領域等

分類

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

153 41,231 996,365

ちらしの表と裏から分かる「暮らしの中の
伝統文化展」が開かれるねらいとして適切
なものを選択する

文章の中心的な部分と付加的な部
分とを読み分け，要旨を捉える

関連イベントの「～職人の技を見てみよう
～」に参加することができる日付として適
切なものを選択する

目的に応じて必要な情報を読み取
る

ちらしの表と裏の表現の工夫とその効果を
書く

文章の構成や表現の仕方につい
て，根拠を明確にして自分の考え
を具体的に書く

雑誌の記事の説明として適切なものを選択
する

文章の構成を捉える

情報カードにまとめる内容として適切なも
のを選択する

目的に応じて文章を要約する

宇宙エレベーターについて疑問に思ったこ
とと，それを調べるために必要な本の探し
方を書く

課題を決め，それに応じた情報の
収集方法を考える

物語の展開に沿って巳之助の様子を並べ替
える

文章の展開に即して内容を理解す
る

物語に書かれている事柄について図鑑の説
明から分かることとして適切なものを選択
する

目的に応じて必要な情報を読み取
る

図鑑の説明を読むことで，よく分かるよう
になった物語の部分と，その部分について
どのようなことが分かったのかを書く

本や文章などから必要な情報を読
み取り，根拠を明確にして自分の
考えを書く

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と

国語の特質に関する
事項

話すこと・聞くこと

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○国語Ｂの学力調査では、当別町生徒の平均正答率が63.5％で、全国平均の66.5％より3.0ポイント下回った。昨年度の全国と当別町の差が－6.8ポイントで、3.8ポイント

縮まった。

○指導要領の「書くこと」の領域が全国と同等であったが、「読むこと」の領域が下回り、本年度の小学校調査と同様に「読むこと」の領域で、課題が見受けられる。
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中学校 ［数学Ａ：主として知識］①

集計結果

36

数と式 12

図形 12

関数 8

資料の活用 4

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 0

数学的な技能 19

数量や図形などについての知識・理解 17

選択式 13

短答式 23

記述式 0

設問別集計結果

数

と

式

図

形

関

数

資

料

の

活

用

数

学

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

見

方

や

考

え

方

数

学

的

な

技

能

数

量

や

図

形

な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

当

別

町

北

海

道
（

公

立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
小６
(１)
イ

○ ○ 64.7 62.8 66.9 (7.8) 5.6 5.0

１（２）
１

(１)
ア

○ ○ 39.9 40.1 40.6 0.0 0.2 0.2

１（３）
１

(１)
ウ

○ ○ 91.5 90.3 91.6 0.0 0.8 0.7

１（４）

１
(１)
ア,
エ

○ ○ 71.2 68.9 69.0 0.7 0.3 0.3

２（１）
１

(２)
エ

○ ○ 33.3 30.0 32.2 (13.1) 14.2 12.5

２（２）
２

(１)
ア

○ ○ 88.2 83.5 84.0 3.3 2.6 2.5

２（３）
１

(２)
エ

○ ○ 75.8 76.8 78.2 0.7 0.3 0.3

２（４）
２

(１)
ウ

○ ○ 64.1 64.3 67.9 (14.4) 10.2 8.2

３（１）
１

(３)
ウ

○ ○ 68.6 70.9 71.3 (7.8) 6.1 5.1

３（２）
１

(３)
ア

○ ○ 54.2 46.2 47.2 1.3 0.6 0.5

３（３）
１

(３)
ウ

○ ○ 62.7 54.1 52.3 (19.0) 17.9 15.4

３（４）

２
(２)
イ,
ウ

○ ○ 86.3 88.3 89.7 (9.2) 6.2 5.4

４（１）
１

(１)
ア

○ ○ 30.1 34.7 30.9 2.6 0.8 0.8

４（２）
１

(１)
イ

○ ○ 77.1 72.6 71.8 2.0 2.1 2.0

５（１）
１

(２)
ア

○ ○ 85.0 68.5 75.5 1.3 3.3 2.6

５（２）
１

(２)
イ

○ ○ 72.5 71.8 74.0 4.6 6.5 5.6

５（３）
１

(２)
イ

○ ○ 75.2 77.0 78.8 1.3 0.6 0.6

５（４）
１

(２)
ウ

○ ○ 47.1 45.3 49.9 (19.6) 16.3 14.2

６（１）
２

(１)
ア

○ ○ 85.0 74.9 74.8 3.3 4.8 4.5

６（２）
２

(１)
イ

○ ○ 66.7 70.6 69.3 0.7 0.7 0.8

問題形式

全体

設問番号

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

問題形式

出題の趣旨設問の概要

評価の観点

69.5 66.9

59.7

68.1

56.8

58.6 57.8

北海道（公立）当別町

68.4

区分

正答率(％) 無解答率(％)

64.6

57.1

67.1

56.5

52.0

58.7

学習指導要領の領域

58.7

59.1
63.6

66.0

52.7

分類

学習指導要領の領域

66.7 64.7 65.9

66.0

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

平均正答率(％)対象設問数
（問）

61.1

64.9 61.8 62.2

153 41,236

全国（公立）

996,502

評価の観点

対象生徒数
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

今日の水位が１週間前の水位からどれだけ高
くなったかを求める式を選ぶ

ある基準に対して反対の方向や性
質をもつ数量が正の数と負の数で
表されることを理解している

ある数を３でわると，商が a で余りが２にな

るとき，ある数を a を用いた式で表す
数量の関係を文字式に表すことが
できる

( ２x＋５y )＋３( x－２y ) を計算する 整式の加法と減法の計算ができる

　　　　   を計算する 分数と小数の乗法の計算ができる

－５，０，１，２.５，４の中から自然数を全
て選ぶ

自然数の意味を理解している

－３＋(－７)を計算する
正の数と負の数の加法の計算がで
きる

一元一次方程式 ２x＝x＋３ の解について，

正しい記述を選ぶ
一元一次方程式の解の意味を理解
している

縦と横の長さの比が ５：８ の長方形の看板
について，縦の長さが４５cmのときの横の長
さ x cmを決めるための比例式をつくる

具体的な場面における数量の関係
を捉え，比例式をつくることがで
きる

方程式 ２x＋y＝x－y＝３ から， x と y の値を

求めるための連立方程式を完成させる

２つの等号で結ばれている方程式
が表す関係を読み取り，２つの二
元一次方程式で表すことができる

ある数 a について，不等式 a＞５ と表せる

事柄を選ぶ
不等式の意味を読み取ることがで
きる

等式 S＝ah  を h について解く
具体的な場面で数量の関係を表す
式を，等式の性質を用いて，目的
に応じて変形できる

一元一次方程式 x＋１２＝－２x を解く
簡単な一元一次方程式を解くこと
ができる

四角形をその面に垂直な方向に一定の距離だ
け平行に動かしてできる立体の名称を書く

四角形をその面と垂直な方向に平
行に動かすと，四角柱が構成され
ることを理解している

立方体の見取図を読み取り，２つの角の大き
さの関係について，正しい記述を選ぶ

見取図に表された立方体の角の大
きさの関係を読み取ることができ
る

円柱の体積が６００cm
3
 のとき，その円柱と底

面の円が合同で高さが等しい円錐の体積を求
める

円錐の体積は，それと底面が合同
で高さが等しい円柱の体積の
１/３であることを理解している

与えられた方法で作図された直線についてい
えることを選ぶ

垂線の作図の方法について理解し
ている

△ＡＢＣを，直線 を軸として対称移動した
図形をかく

対称移動した図形をかくことがで
きる

三角柱において，与えられた辺とねじれの位
置にある辺を書く

空間における直線と直線との位置
関係(辺と辺とがねじれの位置にあ
ること)を理解している

平行線や角の性質を用いて∠ＡＰＢの大きさ
を求める

平行線や角の性質を用いて，角の
大きさを求めることができる

多角形の外角の和について，正しい記述を選
ぶ

多角形の外角の和の性質を理解し
ている

図形

関数

資料の活用

数と式

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○数学Ａの学力調査では、当別町生徒の平均正答率が64.9％で、全国の62.2％より2.7ポイント上回った。昨年度は、6.0ポイント下回っていたので、8.7ポイント縮ま

り、全国を上回った。

○全領域で、全国を上回っている。

２

５
×０.６ 
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中学校 ［数学Ａ：主として知識］②

７（１）
２

(２)
ア

○ ○ 71.2 69.9 70.8 0.7 0.7 0.8

７（２）

２
(２)
イ,
ウ

○ ○ 74.5 73.7 74.7 (15.7) 12.5 11.4

７（３）
２

(２)
イ

○ ○ 74.5 72.0 72.3 (10.5) 8.5 7.7

８

２
(２)
イ,
ウ

○ ○ 62.1 60.8 61.9 2.0 1.2 1.2

９（１）
１

(１)
エ

○ ○ 85.6 87.3 87.9 3.9 3.5 3.2

９（２）
１

(１)
エ

○ ○ 55.6 45.2 39.4 (10.5) 12.9 12.1

９（３）
１

(１)
イ

○ ○ 50.3 39.9 42.0 0.7 1.4 1.3

９（４）
１

(１)
エ

○ ○ 45.8 33.2 34.5 (18.3) 17.0 14.8

１０（１）
２

(１)
イ

○ ○ 64.1 61.9 61.9 2.6 1.6 1.6

１０（２）
２

(１)
イ

○ ○ 68.6 60.3 54.6 (18.3) 19.2 22.3

１０（３）
２

(１)
イ

○ ○ 43.8 43.9 43.0 (24.8) 20.8 18.9

１１
２

(１)
ア

○ ○ 55.6 50.2 53.0 (14.4) 16.8 14.1

１２（１）
１

(１)
ア

○ ○ 49.0 44.3 45.5 (20.9) 19.2 17.4

１２（２）
１

(１)
イ

○ ○ 41.2 48.0 34.7 3.9 2.6 2.5

１３（１）
２

(１)
ア

○ ○ 66.7 66.8 66.0 2.0 2.0 1.9

１３（２）
２

(１)
ア

○ ○ 87.6 75.6 79.6 (6.5) 10.1 8.5

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの

平均正答率が全国以上の設問数 ２２／３６問

平均正答率が全道以上の設問数 ２４／３６問

無回答率が５％以上の設問数 １６／３６問

ある郵便物の重さについて，デジタルはかり
で表示された値を基に，真の値の範囲を選ぶ

測定値が与えられた場面におい
て，近似値と誤差の意味を理解し
ている

１枚の硬貨を投げたときの確率について，正
しい記述を選ぶ

「同様に確からしい」ことの意味
や，前の試行が次の試行に影響し
ないことを理解している

１から１３までの数字が書かれた１３枚のカー
ドから５または１１のカードをひく確率を求
める

簡単な場合について，確率を求め
ることができる

一次関数のグラフから，x  の変域に対応する

y  の変域を求める

一次関数のグラフから，x  の変域

に対応する y  の変域を求めること

ができる

一次関数の事象を式で表す
具体的な事象における一次関数の
関係を式に表すことができる

読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表か
ら，読んだ本の冊数の最頻値を求める

資料を整理した表から最頻値を読
み取ることができる

反比例のグラフから式を求める
反比例のグラフ上の点の座標か
ら， x  と y の関係を式で表すこと

ができる

一次関数の表からグラフを選ぶ
一次関数のグラフの特徴につい
て，表と関連付けて理解している

一次関数の式から変化の割合を求める

一次関数 y＝ax＋b について，変

化の割合が一定で a の値に等しい

ことを理解している

比例の表を完成させる

比例の関係を表す表から変化や対
応の特徴を捉え，x  の値に対応す

る y  の値を求めることができる

比例 y＝２x  について，x  の値が１から４ま

で増加したときの y  の増加量を求める

比例の式について，x  の値の増加

に伴う y  の増加量を求めることが

できる

反比例を表した事象を選ぶ
具体的な事象における２つの数量
の関係が，反比例の関係になるこ
とを理解している

ひし形の対角線が垂直に交わることを，記号
を用いて表す

ひし形について対角線が垂直に交
わることを，記号を用いて表すこ
とができる

図形に成り立つ性質の逆の事柄を完成する 命題の逆を理解している

証明で用いられている図が考察対象の図形の
代表であることについて，正しい記述を選ぶ

証明の必要性と意味を理解してい
る

△ＡＢＣと△ＤＥＦが合同であるための条件
として，正しいものを選ぶ

三角形の合同条件を理解している
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中学校 ［数学Ｂ：主として活用］

集計結果

15

数と式 6

図形 2

関数 5

資料の活用 2

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 11

数学的な技能 4

数量や図形などについての知識・理解 0

選択式 2

短答式 6

記述式 7

設問別集計結果

数

と

式

図

形

関

数

資

料

の

活

用

数

学

へ

の

関
心

・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

見
方

や

考

え

方

数

学

的

な

技
能

数

量

や

図

形
な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

当
別
町

北

海

道
（

公
立
）

全

国
（

公

立
）

当
別
町

北

海

道
（

公
立
）

全

国
（

公

立
）

１（１）
１

(３)
ウ

○ ○ 81.7 79.4 79.3 1.3 1.3 1.2

１（２）
１

(３)
ウ

○ ○ 35.3 32.3 33.4 (25.5) 22.2 19.3

１（３）
１

(３)
ウ

○ ○ 52.3 48.2 51.4 3.9 3.7 2.3

２

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

33.1

37.8 38.9

58.4 58.5

41.3

31.4

57.8

41.9

57.6

58.5

正答率(％) 無解答率(％)

対象設問数
（問）

学習指導要領の領域

設問の概要

評価の観点 問題形式

問題形式

設問番号 出題の趣旨

42.2

58.5

33.9

43.3

学習指導要領の領域

評価の観点

33.3

全体 44.8 44.1

31.9

52.7 51.5

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

対象生徒数
当別町教育委員会 北海道（公立） 全国（公立）

153 41,233 996,578

当別町
分類 区分

北海道（公立） 全国（公立）

平均正答率(％)

37.8

50.3

44.2

35.3

39.332.4

39.9

41.441.5

１試合の時間を１６分とするとき，１回の休
憩の時間を求める

与えられた情報から必要な情報を
適切に選択し，処理することがで
きる

葉月さんの提案を取り入れたとき，１試合の
時間を求めるための方程式をつくる

与えられた情報から必要な情報を
適切に選択し，数量の関係を数学
的に表現することができる

１試合の時間を１０分とることができるかに
ついて正しい記述を選び，その理由を式を基
に説明する

適切な事柄を判断し，その事柄が
成り立つ理由を数学的な表現を用
いて説明することができる

条件を基に，表から数量の変化や

図形

関数

資料の活用

数と式

当別町

北海道（公立）

全国（公立）

○数学Ｂの学力調査では、当別町生徒の平均正答率が44.8％で、全国平均の44.1％より0.7ポイント上回った。昨年度は、5.4ポイント下回っていたので、6.1ポイント縮

まった。

○指導要領の領域で｢数と式」「図形」「関数」の３領域で全国平均を上回った。｢資料の活用」領域で全国平均との差が開き、課題がみられる。

２（１）
２

(１)
イ

○ ○ 67.3 64.0 59.1 (9.2) 9.0 8.7

２（２）
１

(１)
エ

○ ○ 20.3 19.1 20.6 (10.5) 10.7 8.2

３（１）

２
(１)
イ,
エ

○ ○ 66.7 65.3 67.4 (5.2) 3.7 3.4

３（２）

２
(１)
イ,
エ

○ ○ 34.0 31.6 29.8 1.3 0.6 0.7

３（３）

２
(１)
イ,
エ

○ ○ 32.7 27.4 30.3 (16.3) 15.9 12.1

４（１）

２
(２)
イ,
ウ

○ ○ 37.3 29.4 29.4 (24.8) 25.7 22.3

４（２）
２

(２)
ウ

○ ○ 33.3 34.5 37.3 (39.2) 34.9 30.5

５（１）
１

(１)
イ

○ ○ 41.2 46.5 47.6 (27.5) 22.3 19.3

５（２）
１

(１)
イ

○ ○ 23.5 29.2 31.1 (41.8) 36.2 33.5

６（１）
小４
(４)

○ ○ 76.5 75.1 76.4 (15.0) 13.7 12.8

６（２）

２
(１)
イ,
ウ

○ ○ 20.3 14.8 15.4 (42.5) 44.7 41.5

６（３）
２

(１)
ウ

○ ○ 50.3 52.2 52.9 3.9 4.0 4.5

＊　評価の観点は，数量や図形に関する技能（小学校）に対応させている。

※当別町の塗りつぶしは、平均正答率が全国以上のもの

※当別町の斜体 は、平均正答率が全道以上のもの

※無回答率の（ ）書きは無回答率が５％以上のもの 無回答率が５％以上の設問数 １１／１５問

平均正答率が全国以上の設問数 ９／１６問

平均正答率が全道以上の設問数 １１／１５問

一次関数の表からx＝４のときの y  の値を求
める

条件を基に，表から数量の変化や
対応の特徴を捉え，x  の値に対応

する y  の値を求めることができる

x＝４のとき y＝９になるように，xとyの間
の関係を書き加えることについて，正しい記
述を選び，その理由を説明する

加えるべき条件を判断し，それが
適している理由を説明することが
できる

Ａ車を購入して１０年間使用するときの総費
用を求める

与えられた情報から必要な情報を
選択し，的確に処理することがで
きる

Ｂ車の使用年数と総費用の関係を表すグラフ
について，グラフの傾きが表すものを選ぶ

グラフの傾きを事象に即して解釈
することができる

Ａ車とＢ車について，式やグラフを用いて，
２つの総費用が等しくなる使用年数を求める
方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

２つの辺の長さが等しい事を，三角形の合同
を利用して証明する

筋道を立てて考え，証明すること
ができる

ＤＡ：ＤＣ＝１：２のときの△ＤＥＣがどの
ような三角形になるかを説明する

付加された条件の下で，新たな事
柄を見いだし，説明することがで
きる

２４．５cmの靴を最も多く買うという考えが適
切ではない理由を，グラフの特徴を基に説明
する

資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明
することができる

２５．５cmの靴が貸し出された回数の相対度数
を求める式を書く

与えられた情報から必要な情報を
選択し，数学的に表現することが
できる

最初に決めた数が５のとき，手順通りに求め
た数を書く

問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる

文字を使って手順通りに求めた数から最初に
決めた数を当てる方法を説明する

与えられた式を用いて，問題を解
決する方法を数学的に説明するこ
とができる

当てる方法を変えるとき，新しい数当てゲー
ムの手順について当てはまる言葉を選ぶ

計算の過程を振り返って考え，数
当てゲームの新しい手順を完成す
ることができる
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２）学習状況調査（生活習慣・学習環境等）

中学校：生活習慣

【生活習慣】「食べている」「どちらかといえば食べている」と答えた生徒の割合は95.5％で、全国より
2.2ポイント多く、昨年度より2.4ポイント減少した。

【生活習慣】「起きている」「どちらかといえば起きている」と答えた生徒の割合は88.5％で、全国より3.8
ポイント少なく、昨年度より2.7ポイント減少した。

【生活習慣】「午後11時以降、午前０時前」が、38.5％と割合が多く、78.8％の生徒が午前０時前に就寝
している。全国と同傾向を示している。平成２５年度調査より0.1ポイント減少した。

【生活習慣】「寝ている」「どちらかといえば寝ている」と答えた生徒の割合は62.8％で、全国より12.4ポ
イント少なく、昨年度より12.0ポイント減少した。

46.8 

56.9 

55.9 

41.7 

35.6 

36.4 

7.1 

5.9 

6.2 

4.5 

1.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

10.9 

11.2 

9.0 

9.4 

16.7 

14.3 

12.8 

17.0 

15.4 

13.5 

12.2 

14.2 

22.4 

20.1 

当別町

北海道(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォン

で通話やメール、インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って

ゲームをする時間は除く）」

14.7 

11.9 

8.3 

13.9 

23.1 

24.2 

30.1 

29.2 

17.9 

18.2 

5.8 

2.4 

当別町

北海道(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを

見たり、聞いたりしますか（勉強のためのテレビやビデオ・ＤＶＤを見る時間、

テレビゲームをする時間は除く）」

【特徴】
①「朝食を毎日食べていますか」との質問に「食べている」、「どちらかといえば食べている」と回答した生徒の割合が全国より2.2ポイント多いものの、昨
年度に比べて2.4ポイント減少しているなど、就寝・起床時間や朝食摂取の基本的な生活習慣の乱れがみられる。 学校、保護者が連携して、生活習慣
の安定を働きかけることが必要である。

②ＴＶ・ＤＶＤの視聴時間は、全国より少ないものの、ＴＶやスマートフォンなどのゲームに費やす時間が全国より増加した。また、インターネットやスマー
トフォンの通話・メール等の利用時間が全国、昨年度よりも増加した。

③学校の図書室や地域の図書館へ「週に１回以上行く」割合は、全国より高く、平日に読書する割合も増加している。国語の学習の生徒質問紙調査で
も「読書が好き」と回答した生徒の割合が昨年度より増加している。「当別町子どもの読書活動推進計画」に基づき、今後も読書活動を推進していくこと
が必要である。

④「家の手伝いをしていますか」との質問に「よくしている」、「時々している」と回答した生徒の割合が全国、昨年度より減少した。家族の一員としての役
割分担や協力することの大切さを啓発していく必要がある。

85.9 

81.8 

83.3 

9.6 

10.7 

10.0 

3.2 

5.5 

4.8 

1.3 

2.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「朝食を毎日食べていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している 3. あまりしていない 4. 全くしていない
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30.8 

40.4 

43.8 

44.4 

26.3 

20.2 

19.7 

10.9 
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している 3. あまりしていない 4. 全くしていない
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30.8 

29.8 

38.5 

40.1 

41.6 

21.2 

20.1 

21.5 
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、何時ごろに寝ますか」

1. 午後９時より前 2. 午後９時以降、午後１０時より前
3. 午後１０時以降、午後１１時より前 4. 午後１１時以降、午前０時より前
5. 午前０時以降

【生活習慣】「1時間以上」と答えた生徒の割合は16.1％で、昨年度より1.1ポイント増加した。

【生活習慣】「週１回以上」と、答えた生徒の割合は10.2％で全国より2.6ポイント多く、昨年度より2.0ポ
イント減少した。

【生活習慣】「２時間以上」と答えた生徒の割合は、36.6％で、全国より6.5ポイント多く、昨年度より0.5
ポイント増加した。

【生活習慣】「している」と答えた生徒の割合は42.3％で、全国より1.9ポイント少なく、昨年度より2.6ポ
イント減少した。

【生活習慣】「よくしている・時々している」と答えた生徒の割合は62.2％で全国より5.0ポイント少ない。
平成２５年度調査より17.8ポイント減少した。

【生活習慣】「２時間以上」と答えた生徒の割合は、41.7％で、全国より6.8ポイント多く、昨年度より0.9
ポイント増加した。

【生活習慣】「２時間以上」と答えた生徒の割合は46.1％で、全国より2.6ポイント少なく、昨年度より11.0
ポイント減少した。
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータ

ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）を

しますか」

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない
3. 2時間以上、3時間より少ない 4. 1時間以上、2時間より少ない
5. 1時間より少ない 6. 全くしない

8.6 8.0 13.5 17.7 15.6 17.5 18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない
3. 2時間以上、3時間より少ない 4. 1時間以上、2時間より少ない
5. 30分以上、1時間より少ない 6. 30分より少ない
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない
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18.2 
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北海道(公立)

全国(公立)

1. 4時間以上 2. 3時間以上、4時間より少ない 3. 2時間以上、3時間より少ない

4. 1時間以上、2時間より少ない 5. 1時間より少ない 6. 全く見たり、聞いたりしない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除

く）を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館

にどれくらい行きますか」

1. だいたい週に4回以上行く 2. 週に1～3回程度行く
3. 月に1～3回程度行く 4. 年に数回程度行く
5. ほとんど、または、全く行かない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家の手伝いをしていますか」

1. よくしている 2. 時々している 3. あまりしていない 4. 全くしていない
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29.1 

29.9 

23.7 
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19.7 

7.7 
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をします

か」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）」

1. ２時間以上 2. １時間以上、２時間より少ない
3. ３０分以上、１時間より少ない 4. １０分以上、３０分より少ない
5. １０分より少ない 6. 全くしない
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中学校：家庭学習

【家庭学習】「１時間以上」と、答えた生徒の割合は50.0％で、全国より17.9ポイント少なく、昨年度より
2.4ポイント減少した。

【家庭学習】「１時間以上」と、答えた生徒の割合は59.7％で、全国より8.1ポイント少なく、昨年度より
3.2ポイント増加した。
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35.6 
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22.4 

16.1 

14.8 

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」

【特徴】

①50％の生徒が平日の家庭学習を 「１時間以上」 していると回答したが、全国より17.9ポイント、昨年度より2.4ポイント減少した。休日の家庭学習時

間では、59.7％の生徒が「１時間以上」していると回答し、全国より8.1ポイント少ないものの、昨年度より3.2ポイント増加した。ほぼ半数の生徒に家庭で

の学習習慣が定着していることがみてとれる。平日・休日で「全くしない」と回答した生徒の割合が全国・北海道よりも多く、「１時間より少ない」と回答し

た半数の生徒には、家庭での学習習慣を定着させる必要がある。なお、当別町・北海道・全国ともに「１時間以上、２時間より少ない」と回答した生徒の

割合が一番多くなっている。

②「学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか」 との質問に、約半数の生徒が「学習塾に通っていない」と回答した。 そういう状況の中で、家庭

学習の時間が少ないことは、大きな課題である。家庭での学習を定着させるために学校と家庭で「家庭学習を大切にする」という同じ視点に立って、連

携して生徒を支えていくことが大切である。

③家庭学習の取り組みとして、 「自分で計画を立てて勉強」、 「学校の宿題」、 「学校の授業の復習」をしていると回答した生徒の割合は昨年より多

く、「家で、予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書を使いながら学習していますか」 との質問に「している」、 「どちらかといえば、し

ている」と回答した生徒の割合は半数を超えた。

④半数の生徒が、１日１時間以上、 教科書を活用し、学校の宿題や復習の学習をするなど、家庭での学習習慣が定着しているものの、 残り半数の

生徒は家庭での学習時間が少なく、教科書を活用していないなど、家庭での学習習慣が二極化している。 家庭での学習習慣が定着するよう、 家庭

学習全般の指導から自己点検まで系統化した改善が必要である。
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も

含む）」

1. ３時間以上 2. ２時間以上、３時間より少ない
3. １時間以上、２時間より少ない 4. ３０分以上、１時間より少ない
5. ３０分より少ない 6. 全くしない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強を

しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）」

1. ４時間以上 2. ３時間以上、４時間より少ない
3. ２時間以上、３時間より少ない 4. １時間以上、２時間より少ない
5. １時間より少ない 6. 全くしない
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「学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか」

【家庭学習】「している」「どちかといえばしている」と答えた生徒の割合は44.9％で、全国より6.1ポイン
ト少なく、昨年度より2.1ポイント減少した。

【家庭学習】塾に通っていないと答えた生徒の割合が51.9％で、全国より13.0ポイント多く、昨年度から
は0.9ポイント増加した。

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた生徒の割合は88.5％で、全国より1.6ポイ
ント少なく、昨年度より2.8ポイント増加した。

【家庭学習】「している」「どちかといえばしている」と答えた生徒の割合は56.4％で、全国より11.8ポイン
ト少ない。《新規》

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた生徒の割合は44.9％で、全国より3.5ポイ
ント少なく、昨年度より0.7ポイント増加した。

【家庭学習】「している」「どちらかといえばしている」と答えた生徒の割合は32.1％で、全国より2.1ポイ
ント少なく、昨年度より9.0ポイント増加した。
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「家で、学校の授業の予習をしていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

14.1 

22.0 

18.4 

30.8 

34.4 

32.6 

35.9 

29.1 

31.6 

18.6 

14.0 

17.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町
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全国(公立)

「家で、学校の授業の復習をしていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、学校の宿題をしていますか」

1. している 2. どちらかといえば、している
3. あまりしていない 4. 全くしていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1. 学習塾に通っていない 2. 学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している

3. 学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している 4. 2、3の両方の内容を勉強している

5. 2、3の内容のどちらともいえない
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19.2 
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16.7 
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11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「家で、予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書を使

いながら学習していますか」

1. している 2. どちらかといえば、している 3. あまりしていない 4. 全くしていない その他 無回答
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中学校：自己理解、自尊意識、規範意識

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は89.1％で、全国より
3.9ポイント少なく、昨年度より1.4ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は90.4％で、全国より
3.9ポイント少なく、昨年度より5.6ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は62.8％で、全国より
6.8ポイント少なく、昨年度より8.7ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は68.6％で、全国より
0.7ポイント少なく、昨年度より4.9ポイント減少した。

60.3 

68.7 

32.7 

23.8 

3.8 
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3.2 

2.4 

当別町

北海道(公立)

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」

【特徴】

①「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答

をした生徒の割合は、全国より3.9ポイント少なく、昨年度よりも4.9ポイント減少した。

②「将来の夢や目標を持っていますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国、昨年度

を上回った。意欲的に取り組んでいる生徒の姿勢が窺える。

③「友達との約束を守っていますか」、「学校の規則を守っていますか」との質問に９割を超える生徒が「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」
と肯定的な回答をした。

④「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」、「人が困っているときは、進んで助けていますか」との質問に「当てはまる」、「どちら
かといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国より少ない結果となった。今後も道徳教育による心の醸成が必要である。
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「自分には、よいところがあると思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば当てはまらない 4. 当てはまらない
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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31.9 

35.3 

34.9 

16.0 

14.7 

当別町

北海道(公立)

「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか」
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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55.7 

55.1 
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37.2 
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10.3 

6.0 
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1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか」

1. 当てはまる
2. どちらかといえば、当てはまる

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は48.7％で、全国より
1.5ポイント少なく、昨年度より12.5ポイント減少した。

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は91.7％で、全国よ
り3.0ポイント少なく、昨年度より1.5ポイント減少した。

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は98.1％で、全国よ
り0.9ポイント多い。平成２５年度調査より1.7ポイント増加した。

【自尊・規範】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は77.6％で、全国よ
り6.2ポイント少ない。《新規》

【自尊・規範】「当てはまる」と答えた生徒の割合は71.2％で、全国より3.6ポイント少なく、昨年度より
2.9ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は93.0％で、全国とほ
ぼ同様の数値であり、昨年度より0.9ポイント減少した。

【自己理解】「当てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた生徒の割合は73.0％で、全国より
1.9ポイント多く、昨年度より0.3ポイント増加した。

71.2 

73.6 

74.8 

20.5 

18.7 

18.8 

5.1 

5.1 

4.5 

3.2 

2.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

59.0 

66.7 

68.5 

39.1 

30.4 

28.7 

1.9 

2.3 

2.2 

0.0 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「友達との約束を守っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

69.3 23.5 4.8 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

21.8 

31.8 

34.1 

55.8 

50.3 

49.7 

21.2 

15.2 

13.6 

1.3 

2.7 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「人が困っているときは、進んで助けていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

52.6 

59.2 

61.6 

39.1 

35.1 

33.1 

5.1 

4.7 

4.2 

2.6 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校の規則を守っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

47.4 

44.5 

45.1 

25.6 

25.2 

26.0 

19.9 

18.6 

17.8 

7.1 

11.4 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「将来の夢や目標を持っていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

17.6 32.6 34.7 15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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中学校：学校生活

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は80.8％で、全国より0.9ポイ
ント多い。《新規》

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は91.7％で、全国より3.0ポイ
ント少ない。平成２５年度調査より0.7ポイント減少した。

【学校生活】「そう思う」と答えた生徒の割合は40.4％で、全国より1.5ポイント多い。昨年度より4.3ポイ
ント増加した。

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は71.8％で、全国より9.6ポイ
ント少なく、昨年度より7.8ポイント減少した。

7.7 

17.4 

34.0 

39.5 

38.5 

30.8 

19.2 

12.3 

当別町

北海道(公立)

「学級会などの話合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生か

したり、折り合いをつけたりして話し合い、意見をまとめていますか」

59.0 

57.7 

54.7 

21.8 

23.4 

25.2 

12.2 

10.9 

11.9 

7.1 

7.4 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

「学校で、好きな授業がありますか」

59.0 

60.1 

57.9 

21.2 

25.2 

26.3 

10.3 

9.6 

10.4 

9.6 

5.0 

5.3 

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学級みんなで協力して何かをやり遂げ，うれしかったことがありますか」

40.4 

40.8 

38.9 

30.1 

38.3 

39.5 

21.2 

15.0 

15.3 

7.7 

5.6 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「あなたの学級では、学級会などの時間に友達同士で話し合って学

級のきまりなどを決めていると思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

【特徴】
①「学校で、友達に会うのは楽しい」と肯定的な回答をした生徒の割合が微減している。集団でのコミュニケーションの取り方に工夫が必要と思われ
る。

② 「好きな授業がある」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国を上回り、「先生はわかるまで教えてくれる」と回答した生徒の割合も全国を上回っ
た。これからも好きな教科を増やしながら学校生活の楽しみを見出せるよう、生徒に寄り添った指導を続けていく必要がある。

③「学級会などの話し合いの活動で、 自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり、 折り合いをつけたりして話し合い、意見をまとめていま
すか」の質問で「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合が全国を大きく下回り、お互いの考えを聞きあうことや折り合い
をつけることへの苦手意識が窺える。小中一貫の重要なテーマでもあることから、話し合いのルールを指導し、話し合う場を多く設定して訓練すること
が大切である。

37.2 

44.2 

48.4 

34.6 

33.7 

33.0 

14.7 

14.0 

12.0 

13.5 

8.0 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校に行くのは楽しいと思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

70.5 

73.6 

75.8 

21.2 

20.0 

18.9 

6.4 

4.5 

3.7 

1.9 

1.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「学校で、友達に会うのは楽しいと思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

0.0 0.0

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は65.4％で、全国より
12.6ポイント少ない。平成２６年度調査より13.3ポイント減少した。

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は76.9％で、全国より
2.8ポイント多い。《新規》

【学校生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は80.2％で、全国より
4.0ポイント多く、昨年度より8.9ポイント減少した。

【学校生活】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は41.7％で、全国より16.7ポ
イント少ない。《新規》

17.8 40.6 29.6 12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

57.9 26.3 10.4 5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

27.6 

34.8 

32.2 

37.8 

44.7 

45.8 

20.5 

15.0 

16.1 

13.5 

5.4 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

40.4 

31.7 

28.2 

36.5 

44.1 

45.9 

16.7 

17.9 

19.1 

5.1 

6.0 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところにつ

いて、分かるまで教えてくれますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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中学校：社会生活

【社会生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は37.9％
で、全国より7.3ポイント少なく、昨年度より11、7ポイント減少した。

【社会生活】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は58.3％
で、全国より7.5ポイント少なく、昨年度より8.6ポイント増加した。

【社会生活】「参加したことがある」と答えた生徒の割合は37.2％で、全国より11.5ポイント少ない。《新
規》

【社会生活】「毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と答えた生徒の割合は17.9％で、全国
より0.4ポイント少なく、昨年度より0.9ポイント増加した。

58.3 

54.6 

55.0 

30.8 

33.1 

32.4 

5.8 

7.8 

8.0 

5.1 

4.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「TVのニュース番組やインターネットのニュースを見ます

か」

37.2 

44.0 

48.7 

32.1 

25.3 

21.5 

30.1 

30.6 

29.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」

1. 参加したことがある 2. 参加したことがない 3. わからない

6.4 

7.6 

6.5 

11.5 

12.7 

11.8 

16.0 

18.3 

17.7 

66.0 

61.3 

63.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「新聞を読んでいますか」

1. ほぼ毎日読んでいる 2. 週に１～３回程度読んでいる
3. 月に１～３回程度読んでいる 4. ほとんど、または、全く読まない

【特徴】
①「今住んでいる地域の行事に参加している」、「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかと
いえば、当てはまる」と肯定的な回答した生徒の割合が全国より少ない結果となった。「自助」、「共助」、「公助」の考え方も含めた自主自立へ導いてい
くことが大切である。

②「新聞を読んでいますか」との質問に「ほとんど、または、全く読まない」と回答した生徒の割合は、全国とともに６割を超えた。一方で、「TVのニュー
ス番組やインターネットのニュースを見ますか」との質問に９割近くの生徒が「よく見る」、「時々見る」と回答した。ニュースは、TVやインターネットで見る
という傾向が全国的にも強くなっている。

16.7 

15.1 

19.1 

21.2 

23.2 

26.1 

24.4 

27.5 

26.8 

37.8 

34.2 

28.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今住んでいる地域の行事に参加している」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

21.8 

25.3 

26.7 

36.5 

38.6 

39.1 

26.3 

23.5 

22.7 

15.4 

12.6 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

0.0 0.0

【社会生活】「よく見る」「時々見る」と答えた生徒の割合は89.1％で、全国より1.7ポイント多く、昨年度
より10.2ポイント増加した。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1. よく見る 2. 時々見る
3. あまり見ない 4. ほとんど、または、全く見ない
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中学校：総合的な学習の時間、道徳、学習

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は62.2％
で、全国より10.6ポイント少なく、昨年度より3.8ポイント減少した。

【道徳】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は75.0％で、全
国より0.9ポイント多い。《新規》

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は45.5％
で、全国より12.2ポイント少なく、昨年度より5.4ポイント増加した。

【総合学習】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は67.3％
で、全国より1.0ポイント少ない。《新規》

34.0 26.9 23.1 16.0 当別町

「４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難

しいと思いますか」

9.0 

21.3 

18.1 

36.5 

39.6 

39.6 

30.1 

28.0 

30.3 

23.7 

10.9 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理し

て、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

33.3 28.2 22.4 15.4 当別町

「学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書

いたりすることは難しいと思いますか」

30.1 

30.7 

31.9 

44.9 

41.4 

42.2 

16.0 

20.4 

18.9 

8.3 

7.3 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「１、２年生のときに受けた道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学

級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

①「「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役に立つと思いますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生徒の割合が全国よりも少ない状況にある。これからの社会を生き抜くために必要な課題を自分で見つけ、情報

を集めて整理し、話し合って解決の方法を見つけるというアクティブ・ラーニングの観点からも今まさに求められている事柄であるという

認識を定着させ、改善を図る必要がある。

②「４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くこと」について、小学校では全国と比べて、難しいという傾向にあったが、中学

校では、全国との差が縮まり、書くことへの苦手意識が改善しているとみられる。

③「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」との質問に「そう思う」、「どちらかといえば、

そう思う」と回答した生徒の割合が全国を大きく下回っている。共通課題を設けて、生徒同士による話し合いから理解を深めていく訓練が必要である。

22.4 

27.9 

26.0 

44.9 

42.4 

42.3 

19.9 

20.3 

21.8 

12.2 

9.3 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

19.9 

25.8 

25.8 

42.3 

47.0 

47.0 

23.1 

20.2 

20.0 

14.1 

6.8 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社

会に出たときに役に立つと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は61.5％で、全国より
1.3ポイント少なく、昨年度より3.9ポイント減少した。

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は50.6％で、全国より
14.2ポイント少なく、昨年度より8.6ポイント減少した。

【学習】「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えた生徒の割合は60.9％で、全国より
1.9ポイント少なく、昨年度より2.4ポイント減少した。

33.2 

36.2 

25.3 

26.6 

22.6 

21.2 

18.8 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

28.0 

30.3 

31.7 

32.5 

25.1 

23.9 

15.1 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道(公立)

全国(公立)

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない

10.9 

19.4 

20.2 

39.7 

43.3 

44.6 

37.8 

28.4 

26.7 

11.5 

8.7 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり

することができていると思いますか」

1. そう思う 2. どちらかといえば、そう思う
3. どちらかといえば、そう思わない 4. そう思わない
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中学校：授業

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は70.5％で、全
国より3.3ポイント少ない。《新規》

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は82.7％で、全
国より1.4ポイント少なく、昨年度より1.0ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は78.2％で、全
国より0.4ポイント少なく、昨年度より8.2ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は68.6％で、全
国より0.7ポイント少なく、昨年度より12.2ポイント増加した。
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「１、２年生のときに受けた授業では、生徒の間で話し合う活動をよく

行っていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「１、２年生のときに受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向

けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

① 「１、２年生のときに受けた授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか」、「１、２年生のときに受けた授業の最後に学習内容を

振り返る活動をよく行っていたと思いますか」、「１、２年生のときに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていたと

思いますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国を上回り、 授業規律や指導方法の

工夫改善が進み、学力結果に反映されていることが窺える。

② 「１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して

発表していたと思いますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国平均を下回るなど、

授業の中で自分の考えを工夫して発表することが苦手である傾向がみられる。生徒同士による話し合いから相手に理解してもらう訓練が必要であ

る。

③ 授業の中で分からないことがあった場合、「友人に尋ねる」との回答の割合が一番多かったものの、「先生に尋ねる」と回答した生徒の割合が全国

を上回り、さらに「そのままにしておく」と回答した生徒の割合は全国より少ない結果となった。物事へ意欲的に取り組み、学力結果に反映されている

ことが窺える。
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「１、２年生のときに受けた授業では、先生から示される課題や、学級やグループの中で、

自分たちで立てた課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が

与えられていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は82.7％で、全
国より5.9ポイント多く、昨年度より9.9ポイント増加した。

【授業】「友人に尋ねる」が29.5％と一番多く、次に「授業が終わってから先生に尋ねに行く」が17.3％と
なった。「その場で先生に尋ねる」と「授業が終わってから先生に尋ねに行く」と答えた割合が26.9％
で、全国より7.3ポイント多い。

国より0.4ポイント少なく、昨年度より8.2ポイント増加した。 国より0.7ポイント少なく、昨年度より12.2ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は89.8％で、全
国より4.9ポイント多く、昨年度より12.3ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は63.5％で、全
国より0.4ポイント多く、昨年度より9.0ポイント増加した。

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は48.7％で、全
国より9.0ポイント少ない。《新規》

【授業】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は68.6％で、全国より3.8ポ
イント少ない。《新規》
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「１、２年生のときに受けた授業で、生徒の間で話し合う活動では、話し合う内容を理解し

て、相手の考えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「１、２年生のときに受けた授業の中で目標（めあて・ねらい）が示さ

れていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「１、２年生のときに受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動を

よく行っていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか」

1. その場で先生に尋ねる 2. 授業が終わってから先生に尋ねに行く
3. 友達に尋ねる 4. 家の人に尋ねる
5. 学習塾の先生（家庭教師も含む）に尋ねる 6. 自分で調べる
7. そのままにしておく その他
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「１、２年生のときに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・

ねらい）とまとめを書いていたと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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中学校：国語の学習

【国語「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は90.4％で、全国
より1.3ポイント多く、昨年度より2.7ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は85.9％で、全【国語】「よくわかる」と答えた生徒の割合は19.2％で、全国より7.0ポイント少なく、昨年度よ

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は60.9％で、全
国より1.1ポイント多く、昨年度より10.6ポイント増加した。
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「国語の授業の内容はよく分かりますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと

思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【特徴】

①９問中８問で、肯定的な回答が昨年度より増加しており、国語の授業規律の確立や指導方法の工夫など、授業改善の成果がみられる。一方で「国

語の授業の内容はよく分かりますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が全国より少ない

ことから、実態に即した授業改善の取り組みを一層推進することが必要である。

②「国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりしていますか」、「国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるよ

うに話の組み立てを工夫していますか」、 「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いていますか」との質問に

「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が、昨年度より増加もしくは横ばいの結果となったが、全国を下回っ

た。

③「国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいますか」、「読書は好きですか」の設問に「当てはまる」、「ど

ちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をした生徒の割合が、昨年度より大幅に増加した。

以上のことから、授業改善の成果がみられるものの、相手に理解してもらうための自己表現力やコミュニケーション能力を育成する取り組みが必要で

ある。

28.2 

26.8 

23.5 

32.7 

35.6 

36.3 

25.0 

24.9 

26.8 

14.1 

12.6 

13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「国語の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の勉強は大切だと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【国語】「読書が好き」と答えた生徒の割合は50.0％で、全国より3.5ポイント多く、昨年度よ
り16.0ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は69.2％で、全
国より2.1ポイント少なく、昨年度より10.0ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は85.9％で、全
国より1.3ポイント多く、昨年度より8.3ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は57.9パーセントで、全国
より7.8ポイント少なく、昨年度の本町と同様になった。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は55.7％で、全
国より6.5ポイント少なく、昨年度より9.5ポイント増加した。

【国語】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は51.9％で、全
国より4.8ポイント少なく、昨年度より4.3ポイント増加した。

【国語】「よくわかる」と答えた生徒の割合は19.2％で、全国より7.0ポイント少なく、昨年度よ
り3.6ポイント増加した。
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「国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、

書いたりしていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組

み立てを工夫していますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように

気を付けて書いていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理

解しながら読んでいますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

50.0 

51.0 

46.5 

23.7 

22.5 

23.4 

8.3 

14.7 

16.2 

17.9 

11.5 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「読書は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

-34-



中学校：数学の学習

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は74.4％で、全
国より6.1ポイント少なく、昨年度より0.9ポイント増加した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は87.8％で、全
国より3.5ポイント少なく、昨年度より0.7ポイント増加した。

【数学】「数学の勉強が好き」と答えた生徒の割合は39.1％で、全国より9.8ポイント多く、昨
年度より11.9ポイント増加した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は64.8％で、全
国より4.6ポイント少なく、昨年度より5.6ポイント増加した。
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「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない

か考えますか」
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「数学ができるようになりたいと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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「数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方

法を考えますか」

【特徴】

①「数学の勉強は好きですか」との質問に「当てはまる」と回答した生徒の割合が39.1％と高く、全国と昨年度に比べてを大きく上回った。

②「数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか」との質問に「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回

答した生徒の割合が昨年度より1.5ポイント増えたものの、全国より8.0ポイント少ない結果となった。

③数学の学習に関して１０問中、７問で昨年度の結果を上回り、 数学での授業規律、 指導方法の工夫改善の成果が窺える。引き続き、授業に数学

的な思考・論理を積極的に取り入れるなど、授業を工夫するとともに、生徒の数学に対する関心・意欲を高められるようＩＣＴ機器の活用や小・中連携の

実態に即した授業改善に取り組む必要がある。
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北海道(公立)

全国(公立)

「数学の勉強は大切だと思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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10.3 
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「数学の授業の内容はよく分かりますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

39.1 
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29.3 

16.7 

25.0 

26.7 
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24.5 

23.7 

17.3 

22.3 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「数学の勉強は好きですか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は35.9％で、全
国より6.0ポイント少なく、昨年度より4.6ポイント増加した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は62.2％で、全
国より6.8ポイント少なく、昨年度より1.1ポイント減少した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は70.5％で、全
国より0.7ポイント多く、昨年度より10.6ポイント増加した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は69.9％で、全
国より11.1ポイント少なく、昨年度より7.6ポイント減少した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は58.9％で、全
国より12.6ポイント少なく、昨年度より5.1ポイント減少した。

【数学】「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた生徒の割合は64.1％で、全
国より8.0ポイント少なく、昨年度より1.5ポイント増加した。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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34.6 

34.6 
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北海道(公立)

全国(公立)

「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと

思いますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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全国(公立)

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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8.3 
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北海道(公立)

全国(公立)

「数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え

ますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない
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21.8 
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8.3 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書い

ていますか」

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる
3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない

-35-



中学校：調査時間

【調査時間】《数学Ａ》「時間が余った」「ちょうどよかった」と答えた生徒の割合は91.0％で全
国より1.8ポイント多く、昨年度より2.2ポイント減少した。

【調査時間】《数学Ｂ》「時間が余った」「ちょうどよかった」と答えた生徒の割合は67.3％で、
全国より4.4ポイント多く、昨年度より14.3ポイント減少した。

【調査時間】《国語Ｂ》「時間が余った」「ちょうどよかった」と答えた生徒の割合は91.7％で全
国より7.1ポイント多く、昨年度より2.2ポイント減少した。

【国語】「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した』が69.2％で、全国より2.5ポイ
ント少なく、昨年度より0.2ポイント減少した。

【数学】「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した』が46.2％で、全国より3.8ポイ
ント少なく、昨年度より8.1ポイント増加した。

【調査時間】《国語Ａ》「時間が余った」「ちょうどよかった」と答えた生徒の割合は96.2％で全
国より2.9ポイント多く、昨年度より1.1ポイント減少した。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

36.5 

38.8 

34.0 
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29.1 

28.9 

19.9 

24.0 

26.7 

11.5 

7.5 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ｂ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答

【特徴】

① 国語Ａ、数学Ａ、国語Ｂで、９割以上の生徒が「時間が余った」、「ちょうどよかった」と答えていますが、数学Ｂでは、｢時間が余った」、「ちょうどよかっ

た」はと回答した生徒の割合が67.3％で昨年度より大きく下回った。今年度は、 「与えられた条件から説明する。数学的に表現する」という趣旨の記述

式問題で無回答率が多く、苦労したことが窺える。
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「調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答
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「調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）」

1. 時間が余った 2. ちょうどよかった 3. やや足りなかった
4. 全く足りなかった その他 無回答
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当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありました

が、最後まで解答を書こうと努力しましたか」

1. 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2. 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3. 書く問題は全く解答しなかった
その他
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45.7 

50.0 

41.7 
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42.7 

10.3 
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6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立)

全国(公立)

「今回の数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って説明する

問題がありましたが、最後まで解答を書こうと努力しましたか」

1. 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した
2. 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった
3. 書く問題は全く解答しなかった
その他

0

0.0 0.0

0.0

ント少なく、昨年度より0.2ポイント減少した。 ント少なく、昨年度より8.1ポイント増加した。
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Ⅴ　小学生から中学生への経年変化

　１）　学力の経年変化

全国の平均正答率との差の比較

国語Ａ 国語Ｂ
算数
（数学）
Ａ

算数
（数学）
Ｂ

60.4 42.1 76.3 52.8

62.7 49.4 77.2 58.4

▲ 2.3 ▲ 7.3 ▲ 0.9 ▲ 5.6

74.5 63.5 64.9 44.8

75.6 66.5 62.2 44.1

▲ 1.1 ▲ 3.0 2.7 0.7

全国を基準（１００）とした場合の変化

国語Ａ 国語Ｂ
算数
（数学）
Ａ

算数
（数学）
Ｂ

96.3 85.2 98.8 90.4

98.5 95.5 104.3 101.6

100 100 100 100

平成２８年度
（現在中学校３年生）

全国

当別町

全国

全国との差

平成２５年度
（当時小学校６年生）

平成２８年度
（現在中学校３年生）

　平成２５年度調査時に小学校６年生だった児童が、今年度には、中学校３年生になって同調査を受けてい
る。平成２５年度と今年度における学力を比較した。

当別町

全国

全国との差

平成２５年度
（当時小学校６年生）

▲ 8.0

▲ 6.0

▲ 4.0

▲ 2.0

0.0
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国
語
Ａ

国
語
Ｂ

算
数
（
数
学
）
Ａ

算
数
（
数
学
）
Ｂ

全国の平均正答率との差の比較

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

80.0

90.0

100.0

110.0

国
語
Ａ

国
語
Ｂ

算
数
（
数
学
）

Ａ

算
数
（
数
学
）

Ｂ

全国を基準（１００）とした場合の変化

平成２５年度 平成２８年度

全国の下位約25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童生徒の割合の変化

当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国

25.6% 26.4% 23.1% 26.9% 23.6% 20.1% 23.7% 28.1% 23.7% 32.0% 33.4% 27.4%

多い 多い 多い

当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国 当別町 北海道 全国

29.0% 28.3% 26.5% 30.2% 27.8% 25.4% 23.0% 26.8% 25.1% 20.9% 22.9% 21.3%

多い 多い 少ない 少ない

減少 減少 減少

平成２８年度（現在中学校３年生）

全国との差の比較 0.0% -2.0% -2.1%

国語Ａ 国語B 数学Ａ

-5.0%

全国との差 2.5% 4.8% -2.1% -0.4%

数学Ｂ

33問中22問以下 9問中4問以下 36問中16問以下 15問中3問以下

全国との差 2.5% 6.8% 0.0% 4.6%

算数Ｂ

18問中8問以下 10問中2問以下 19問中12問以下 13問中5問以下

国語Ａ 国語B 算数Ａ

※平均正答率では、問題数の違いやその年の難易度があるので、全国の平均正
答率を１００とした基準点を設定し、正当比を比較している。

平成２５年度（当時小学校６年生）

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

特徴
○平成２５年度の当時小学校６年生と平成２８年度の現在中学校３年生の平均正答率で全国との差を経年比較す

ると、国語Ａでは1.2ポイント、国語Ｂでは4.3ポイント向上した。算数Ａと数学Ａでは3.6ポイント、算数Ｂと数

学Ｂでは6.3ポイント向上した。国語、算数、数学ともにＢの「活用」に関する問題が、平成２５年度時より大き

く向上しており、今年度の数学Ａ・Ｂでは、全国を上回る結果になった。

○今年度の下位層は、平成２５年度と比べて、国語Ａを除き減少した。中学校での頑張りが窺える。

○学力向上の要因として、「ＩＣＴ機器の導入による授業の効率化」、「小・中学校の教職員の授業交流による

学習過程の共通理解」が進み、「授業改善に結びついた」と推察できる。

○さらに小学校と中学校の連携を強化し、つまずきの原因を発見しながら、解決に向けた学習指導を図っていく

必要がある。
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　２）　生活習慣・学習環境等の経年変化

平日１
時間以
上勉強
する

平日２
時間以
上勉強
する。

平日勉
強は全
くしな
い。

休日１
時間以
上勉強
する

休日２
時間以
上勉強
する。

休日３
時間以
上勉強
する

休日勉
強は全
くしな
い

家で宿
題をし
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どちら
かとい
えばし
ている

家で予
習をし
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どちら
かとい
えばし
ている

家で復
習をし
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どちら
かとい
えばし
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家で計
画を立
てて勉
強して
いる・ど
ちらか
といえ
ばして
いる

学習塾
に通っ
ていな
い。

平成２５年度
（当時小学校６年生）

64.2% 19.3% 1.9% 64.1% 17.3% 7.7% 4.5% 94.3% 50.7% 76.2% 61.5% 64.7%

平成２８年度
（現在中学校３年生）

50.0% 23.7% 9.6% 59.7% 30.2% 8.4% 12.8% 88.5% 32.1% 44.9% 44.9% 51.9%

増減 ▲14.2% +4.4% +7.7% ▲4.4% +12.9% +0.7% +8.3% ▲5.8% ▲18.6% ▲31.3% ▲16.6% ▲12.8%

朝食を
毎日食
べてい

毎日同
じくらい
に寝る

毎日同
じぐら
いに起

自分に
は、よ
いとこ

将来の
夢や目
標を

学校の
きまり
（規則）

いじめ
は、い
けない

今住ん
でいる
地域の

人の役
に立つ
人間に

週に１
回以
上、学

平日１
時間以
上読書

読書は
好き

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

特徴

○平日の家庭学習の時間は、中学生になって「１時間程度学習する」が14.2ポイント減少し、「２時間程度学習す

る」が4.4ポイント増加している。休日の学習時間も中学校になるに従って、家庭での学習時間が長くなっている

傾向にある。

○反面、平日・休日ともに家庭学習を「全くしない」生徒が、小学生時代から増加している。中学校に入って部活

動で活動していると帰宅時刻が遅くなり、家庭学習の開始時刻が遅くなる傾向がある。中学生一人ひとりの事情が

違ってくるので、安定した家庭学習時間を確保するため、学校と家庭が連携し、規則正しい生活サイクルを創り出

すことが必要である。

べてい
る

に寝る いに起
きる

いとこ
ろがあ
る

標を
持って
いる

（規則）
を守っ
てる

けない
ことだと
思って
いる。

地域の
行事に
参加し
ている

人間に
なりた
い

上、学
校図書
館や地
域の図
書館に
行く

上読書
をする

平成２５年度
（当時小学校６年生）

80.8% 35.3% 59.0% 38.5% 72.4% 40.4% 84.0% 33.3% 73.1% 23.0% 19.2% 53.2%

平成２８年度
（現在中学校３年生）

85.9% 22.4% 46.8% 34.0% 47.4% 52.6% 71.2% 16.7% 60.3% 10.2% 16.1% 50.0%

増減 +5.1% ▲12.9% ▲12.2% ▲4.5% ▲25.0% +12.2% ▲12.8% ▲16.6% ▲12.8% ▲12.8% ▲3.1% ▲3.2%
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40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

特徴

○朝食の摂取が小学生時代より増加している。就寝・起床時間や朝食摂取の基本的な生活習慣が改善するように引

き続き、学校、保護者が連携して、生活リズムの安定を働きかけることが大切である。

○中学生になり｢学校の規則を守っている」が12.2ポイント向上している。しかし、「いじめはいけないことだと

思っている」が12.8ポイント減少している。「道徳教育」や「人権教育」による心の醸成が必要である。

○「将来についての夢や目標が持てない」生徒が大幅に増加している。キャリア教育の充実が必要である。

○「読書」関係の質問に対して肯定的な回答が全体的に減少傾向を示している。小学校では巡回図書の取り組みや

読み聞かせ、朝読書の取り組みなど、児童レベルに合った図書整備が進んでいると推察できる。中学校ではアンケー

ト調査を実施しながら、生徒のニーズを捉え、生徒に合った図書の選書、図書環境の整備が必要である。
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平日２
時間以
上テレ
ビ・ＤＶ
Ｄを見
る

平日３
時間以
上テレ
ビ・ＤＶ
Ｄを見
る

平日２
時間以
上ゲー
ムをす
る。

平日３
時間以
上ゲー
ムをす
る。

家の手
伝いを
してい
る。

家の人
と学校
での出
来事に
ついて
話して
いる

携帯電
話ス
マート
ホンを
持って
いない

平成２５年度
（当時小学校６年生）

62.8% 42.3% 32.0% 13.4% 33.3% 46.2% 62.8%

平成２８年度
（現在中学校３年生）

46.1% 23.0% 41.7% 23.1% 19.9% 42.3% 22.4%

増減 ▲16.7% ▲19.3% +9.7% +9.7% ▲13.4% ▲3.9% ▲40.4%

国語は
好き

国語は
大切だ

国語の
授業は
よく分
かる

国語は
将来役
に立つ

算数
（数学）
は好き

算数
（数学）
は大切
だ

算数
（数学）
の授業
はよく

算数
（数学）
は将来
役に立

平成２５年度
（当時小学校６年生）

26.3% 72.4% 39.1% 59.0% 40.4% 68.6% 41.0% 64.7%

平成２８年度
（現在中学校３年生）

28.2% 60.3% 19.2% 45.5% 39.1% 40.4% 34.0% 25.6%

増減 +1.9% ▲12.1% ▲19.9% ▲13.5% ▲1.3% ▲28.2% ▲7.0% ▲39.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

80.0%

特徴

○中学生になり７割以上の生徒が携帯電話やスマートフォンを持っていることがわかった。ＴＶやＤＶＤなどの視

聴時間が大幅に減少し、代わりに携帯電話等を利用したメッセージアプリやゲーム、インターネット等を行う時間

が増加したものと推察される。家庭での決まりごとについて、再点検するなど生活改善に取り組む必要がある。

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

平成２５年度

（当時小学校６年生）

平成２８年度

（現在中学校３年生）

特徴

○各教科ともに「好き」「大切」「授業が内容はよくわかる」と答えていた割合が、小学生から中学生になると減

少傾向を示している。

○学力調査の経年変化では相対的に向上していると判断できるが、中学校の授業のスピードや難易度が上がり、理

解しないままに授業が進んでいる傾向が窺える。各教科の授業過程の共通化により、１時間のまとめや振り返りを

確実に実施することにより「何を勉強したか」｢何がわかったか」が、生徒が実感でき、また、興味や関心を持て

る授業の組み立てなど、授業の一層の工夫改善が必要である。
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Ⅵ 教育委員会としての学力・生活習慣の向上に向けた取り組み

１ 授業改善への支援

① デジタル教科書の導入とＩＣＴ機器の充実（電子黒板機能付きプロジェクター、書画

カメラの全学校全クラスへの配置）及び教職員の活用研修の実施。

② アクティブ・ラーニングの視点に立った授業についての研修。

③ Ｔ･Ｔ（ティーム・ティーチング）や少人数、習熟度別指導実施のための教職員の加配。

④ 退職人材活用事業、学校支援地域本部事業、小中一貫教育推進講師、特別支援教育支

援員、ＳＡＴ（スクールアシスタントティーチャー）、ＡＬＴなどによる人的支援。

２ 小中一貫教育の推進

９年の連続した教育課程、小中学校教員の区分にとらわれない指導、地域や保護者を巻き

込んでの学校運営など、小中一貫教育を平成２９年度より展開する。

それにより確かな学力、豊かな心、健やかな体のさらなる向上、育成を図る。

３ 家庭教育の啓発

① 乳幼児と保護者へのブックスタート事業の拡大と家読の推奨。

② 教育委員会発行の「当別町家庭教育の手引き」と学校発行の「家庭学習の手引き」に

よる家庭教育の推進。

４ その他の学校支援

① 読書の習慣づけのための図書館司書、読み聞かせボランティアの派遣。

② 長期休業中の補習への講師派遣。

③ 放課学習、土曜学習の実施。
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